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主な内容 主な内容 

広報

◆住民票などの交付がより便利に！ 
◆待望の「弁天大橋」が完成 
◆「丹後シルク」の高付加価値化・ブランド化をめざす 
　　　　　　　新進気鋭の若手ファッションデザイナーズ集団 
　　　　　　　　　　　「ミントデザインズ」勝井北斗さん、八木奈央さん 
　　　　　　　　　　　　プランニング会社「ノンナ・ノンノ」代表　森口由紀子さん　来丹 
◆《特集》京丹後市の医療　生きる喜びを共有できる健やか安心都市をめざし 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　患者さん本位の医療を考える 

より安心・安全な 
　　　　　まちづくり 

■民間企業の協力を得　救急用ヘリコプター臨時離発着場を市内で初めて確保 

■初期消火体制の強化を図る 

航空自衛隊経ヶ岬分屯基地・市消防団・市消防本部が連携 



　
仕
事
な
ど
の
関
係
で
、
市
役
所
の
執
務

時
間
内
（
八
時
三
十
分
〜
十
七
時
十
五
分
）

に
来
庁
で
き
な
い
か
た
を
対
象
に
、
住
民

票
な
ど
を
電
話
で
予
約
し
て
、
執
務
時
間

外
（
十
七
時
三
十
分
〜
十
九
時
）
に
受
け

取
っ
て
い
た
だ
け
る
業
務
を
、
試
行
的
に

五
月
一
日
か
ら
始
め
ま
し
た
。 

　
昨
年
七
月
か
ら
毎
週
木
曜
日
に
峰
山
市

民
局
で
窓
口
業
務
を
十
九
時
ま
で
延
長
し

て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今

回
の
電
話
予
約
に
よ
る
時
間
外
交
付
は
、

六
つ
の
市
民
局
ど
こ
で
も
受
け
取
っ
て
い

た
だ
け
る
も
の
で
す
。 

　
電
話
予
約
に
よ
る
証
明
書
の
発
行
は
、

京
都
府
北
部
で
初
め
て
で
、
ま
た
窓
口
の

時
間
延
長
と
電
話
予
約
に
よ
る
証
明
書
の

時
間
外
発
行
を
あ
わ
せ
て
実
施
す
る
の
は

府
内
で
は
初
め
て
の
取
り
組
み
と
な
り
ま

す
。 

　
な
お
、
電
話
予
約
に
よ
る
証
明
書
の
交

付
は
、
住
民
票
の
一
部
お
よ
び
全
部
、
印

鑑
登
録
証
明
書
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
予
約
さ
れ
た
日
、
予
約
さ
れ

た
か
た
以
外
は
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
ご
利
用
は
、
予
約
さ
れ
た
か
た
が
予
約

し
た
当
日
に
受
け
取
っ
て
い
た
だ
け
る
も

の
に
限
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

電話予約により　すべての市民局で 
住民票などの証明書を　時間外に受け取り可能に 

可燃ごみ収集袋　新たに20リットル入りを追加 
京丹後市廃棄物減量等推進審議会が答申 

可燃ごみ収集袋　新たに20リットル入りを追加 
京丹後市廃棄物減量等推進審議会が答申 

　
廃
棄
物
の
減
量
を
図
る
と
と
も
に
、
生
活
環
境
の
保
全
、
公

衆
衛
生
の
向
上
を
進
め
る
「
京
丹
後
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審

議
会
」（
岡
田
幾
雄
会
長
・
二
十
六
人
）
か
ら
、
可
燃
ご
み
の
市

指
定
ご
み
袋
と
不
燃
ご
み
の
収
集
方
法
に
つ
い
て
、
四
月
二
十

四
日
に
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

答
申
内
容 

　
可
燃
ご
み
の
市
指
定
ご
み
袋 

　
可
燃
ご
み
の
市
指
定
ご
み
袋
は
現
在
、
四
十
五
リ
ッ
ト
ル

（
一
枚
三

十
円
）
と
三
十
リ
ッ
ト
ル

（
一
枚
二
十
円
）
の
二
種
類
で
あ
る
が
、
単

身
世
帯
や
高
齢
者
世
帯
な
ど
の
少
人
数
世
帯
に
は
大
き
す
ぎ
る

た
め
、
ご
み
の
減
量
の
観
点
か
ら
も
新
た
に
二
十
リ
ッ
ト
ル

袋
を
採
用

し
、
値
段
は
十
五
円
が
適
当
で
あ
る
。 

　
不
燃
ご
み
の
収
集
方
法 

　
不
燃
ご
み
の
収
集
は
、
現
在
コ
ン
テ
ナ
ま
た
は
ご
み
袋
を
利

用
す
る
な
ど
旧
町
で
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
合
併
協
議
の
中
で
「
平

成
十
九
年
度
か
ら
コ
ン
テ
ナ
収
集
に
統
一
す
る
」
と
調
整
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
立
地
条
件
や
地
域
の
諸

事
情
を
踏
ま
え
、
当
面
の
間
（
概
ね

平
成
二
十
一
年
度
末
）
ま
で
現
状
を

維
持
し
、
ご
み
有
料
化
問
題
と
あ
わ

せ
て
再
検
討
を
望
む
。
そ
の
間
の
指

定
袋
に
つ
い
て
は
、
土
に
戻
る
生
分

解
性
素
材
の
三
十
リ
ッ
ト
ル

入
り
を
採
用
す

る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。 

　
答
申
を
受
け
中
山
市
長
は
、
「
生

活
に
密
着
し
た
大
切
な
問
題
で
あ
り
、

的
確
・
明
確
な
答
申
を
い
た
だ
き
、

重
く
受
け
止
め
し
っ
か
り
と
対
応
し

て
い
き
ま
す
」
と
答
申
に
沿
っ
た
条

例
改
正
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
約
束

し
ま
し
た
。 

中
山
市
長
に
答
申
書
を 

　
　
　
　
　
　
手
渡
さ
れ
る 

　
岡
田
幾
雄
会
長
（
中
央
） 

　
能
勢
由
紀
子
副
会
長
（
右
） 

４郵便局で住民票の写しなどが交付可能に 
電話予約により　すべての市民局で 
住民票などの証明書を　時間外に受け取り可能に 

４郵便局で住民票の写しなどが交付可能に 
　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
で

住
民
票
の
写
し
や
納
税
証
明
書
な
ど
を
受

け
取
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
市
民
局

か
ら
遠
方
に
あ
る
市
内
四
か
所
の
郵
便
局

と
連
携
し
、
六
月
一
日
か
ら
、
こ
れ
ら
の

証
明
書
の
交
付
を
郵
便
局
窓
口
で
開
始
し

ま
し
た
。 

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
役
所
と
郵
便
局

に
設
置
し
た
専
用
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
交
付

申
請
書
や
証
明
書
を
送
受
信
し
て
行
う
も

の
で
、
丹
後
木
津
郵
便
局
・
中
浜
郵
便
局
・

野
間
郵
便
局
、
野
中
郵
便
局
の
窓
口
で
、

本
人
確
認
を
行
っ
た
う
え
で
住
民
票
の
写

し
な
ど
の
交
付
請
求
を
受
け
付
け
、
そ
の

場
で
交
付
す
る
も
の
で
す
。 

　
た
だ
し
、
個
人
情
報
保
護
な
ど
に
万
全

を
期
す
た
め
、
郵
便
局
で
証
明
書
を
請
求

で
き
る
か
た
は
、
左
表
で
示
し
た
か
た
に

限
ら
れ
ま
す
。 

 

◆取 扱 局　丹後木津郵便局（網野町）　中浜郵便局（丹後町） 

　　　　　　野間郵便局（弥栄町）　　　野中郵便局（久美浜町） 

◆取扱時間　月曜日～金曜日　9：00～16：00 

　　　　　　　　　　※祝日、12月29日～１月３日を除きます。 

※郵便局での証明書請求は、代理人による請求はできませんので、ご

注意ください。 

※請求者のかたが、ご本人であることを確認させていただきますので、

運転免許証・パスポート・健康保険証・外国人登録証なども必ずご

持参ください。 

種　　　　類 

戸籍全部事項証明書（謄本） 

戸籍個人事項証明書（抄本） 

外国人登録原票記載事項証明書 

住民票の一部および全部の写し 

戸籍の附票の写し 

印鑑登録証明書 

所得証明書 

課税証明書 

納税証明書 

軽自動車税納税証明書 

請求できるかた 

本人または同一戸籍に記録されて

いるかた 

本人 

本人または同一世帯に属するかた 

本人または同一戸籍附票に記録さ

れているかた 

本人で印鑑登録証（カード）を持参したかた 

 

本人 

 

本人 

手数料 

450円／通 

200円／通 

200円／件 

200円／通 

200円／枚 

 

200円／通 

 

無　料 

郵便局で取り扱う証明書 

※手数料は、市民局で交付を受ける場合と同額です。 

 

交付証明書 

 

電 話 予 約 

受 付 時 間 

電話予約の 

方　　　法 

 

受 取 時 間 

受 取 場 所 

 

 

 

 

受 取 方 法 

 

 

 

 

手　数　料 

 

 

予　約　先 

住民票の一部および全部の写し 

印鑑登録証明書 

　　　　　※本人または同一世帯のかたに限ります。 

月曜日～金曜日　9：00～17：00　 

（祝日、12月29日～１月３日を除きます） 
交付を希望する日に、受け取りたい市民局窓口（下

記予約先）へ「必要とする証明書などの内容」およ

び「受取時間」などを電話で予約してください。 

月曜日～金曜日　17：30～19：00　 

（祝日、12月29日～１月３日を除きます） 
各市民局夜間窓口 

○予約された日に限り、受け取ることができます。 

○予約されたかた以外は受け取ることができません。 

○予約されたかたが来庁いただき、申請書を記入・

提出後に交付します。 

○来庁時に、「印鑑」を必ずご持参ください。 

○「印鑑登録証明書」が必要なかたは、「印鑑登録証

（カード）」を必ずご持参ください。 

○本人確認をさせていただきますので、運転免許証

やパスポートなど官公署発行の写真付き身分証明書、

または保険証などを必ずご持参ください。 

京丹後市事務手数料条例に定める手数料（200円）が必要です。 

峰山市民局市民福祉課（☎69-0711） 

大宮市民局市民福祉課（☎69-0712） 

網野市民局市民福祉課（☎69-0713） 

丹後市民局市民福祉課（☎69-0714） 

弥栄市民局市民福祉課（☎69-0715） 

久美浜市民局市民福祉課（☎69-0716） 

５月１日から ６月１日から 住
民
票
な
ど
の
交
付
が
よ
り
便
利
に
！

住
民
票
な
ど
の
交
付
が
よ
り
便
利
に
！ 
住
民
票
な
ど
の
交
付
が
よ
り
便
利
に
！ 

設
立
準
備
事
務
嘱
託
員
と
し
て 

採
用
し
た
　
岡
田
繁
太
郎
さ
ん 

人材派遣会社の設立準備に着手 人材派遣会社の設立準備に着手 
めざすは　小さな市役所・雇用拡大めざすは　小さな市役所・雇用拡大

　
市
で
は
、
今
秋
を
目
標
に
、
市
が
出
資
す
る
人
材
派
遣
会
社

「
京
丹
後
市
総
合
サ
ー
ビ
ス
（
仮
称
）
」
を
設
立
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。 

　
同
社
は
、
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
市
職
員
の

縮
減
に
伴
う
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
補
完
を
行
う
と
と
も
に
、
行
政

事
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
業
務
の
外
部
委
託
）
を
進
め
る

こ
と
に
よ
り
地
域
の
雇
用
拡
大
、
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
設
立
。
同
様
の
派
遣
会
社
は
、
愛
知
県
高
浜
市
や
香

川
県
善
通
寺
市
な
ど
で
す
で
に
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、
定
員
適
正
化
計
画
に
よ
り
平
成
十
七
年
度
か
ら
五

年
間
で
職
員
の
四
分
の
一
程
度
を
削
減
す
る
予
定
で
、
同
社
か

ら
事
務
補
助
や
保
育
、
給
食
調
理
な
ど
の
業
務
の
人
材
派
遣
を

受
け
入
れ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
指
定
管
理
者
と
し
て
公
共
施
設
の
運
営
や
、
将
来
的

に
は
他
市
町
や
民
間
企
業
へ
の
人
材
派
遣
や
業
務
委
託
な
ど
幅

広
い
業
務
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

　
同
社
の
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
民
間
の
高
度
な
知
識
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
か
そ
う
と
設
立
準
備
事
務
嘱
託
員
の
公
募
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
網
野
町
出
身
で
京
都
市
右
京
区
在
住

の
岡
田
繁
太
郎
さ
ん
を
採
用
。
岡
田
さ
ん
は
、
大
学
卒
業
後
、

製
薬
会
社
な
ど
に
勤
務
さ
れ
、
近
年
は
再
就
職
支
援
会
社
で
キ

ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
豊
富
な
経
歴
を
持

た
れ
、
今
後
、
同
社
の
設
立
準
備
お
よ
び
経
営
戦
略
づ
く
り
を

進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
五
月
八
日
に
辞
令
書
が
手
渡
さ
れ
、
中
山
市
長
は
「
願
っ
て

も
な
い
豊
富
な
経
験
を
お
持
ち

の
か
た
で
、
高
度
な
知
識
を
ぜ

ひ
活
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
激
励
。
岡
田
さ
ん
は
「
丹
後

は
自
営
業
の
か
た
が
多
く
、
定

年
が
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
、

自
分
も
元
気
な
う
ち
は
が
ん
ば

っ
て
い
き
た
い
。
ぜ
ひ
、
ふ
る

さ
と
に
恩
返
し
を
し
た
い
」
と

決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
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「
丹
後
ち
り
め
ん
」
、
「
シ
ル
ク
」
の
高

付
加
価
値
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
を
め
ざ
し
、

新
進
気
鋭
の
若
手
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ

ナ
ー
ズ
集
団
「
ミ
ン
ト
デ
ザ
イ
ン
ズ
」
の

勝
井
北
斗
さ
ん
・
八
木
奈
央
さ
ん
と
、
消

費
者
や
女
性
を
観
点
と
し
た
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
会
社
「
ノ
ン
ナ
・
ノ
ン
ノ
」
代
表
の
森

口
由
紀
子
さ
ん
が
、
五
月
十
五
日
・
十
六

日
の
二
日
間
、
来
丹
い
た
だ
き
、「
丹
後
シ

ル
ク
」
を
全
国
・
世
界
へ
発
信
す
る
可
能

性
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
ま
し
た
。 

　
勝
井
さ
ん
と
八
木
さ
ん
の
お
二
人
は
、

日
本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
世
界
へ
発
信
す

る
「
東
京
発
　
日
本
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ

ー
ク
」
に
出
展
さ
れ
高
い
評
価
を
得
ら
れ

る
と
と
も
に
、
若
手
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
最
高

峰
と
賞
さ
れ
る
「
モ
エ
・
エ
・
シ
ャ
ン
ド

ン
新
人
デ
ザ
イ
ナ
ー
賞
」
を
受
賞
さ
れ
る

な
ど
世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
森
口
さ
ん
は
、
株
式
会
社
ワ
コ
ー
ル

で
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
さ
れ
、
そ
の
後
、
新

ブ
ラ
ン
ド
の
立
ち
上
げ
や
人
材
育
成
な
ど

多
角
的
な
分
野
で
活
躍
。
今
回
の
訪
問
は
、

五
月
か
ら
市
の
総
合
企
画
参
事
と
し
て
着

任
し
て
い
た
だ
い
た
「
日
本
デ
ザ
イ
ン
協

会
」
理
事
の
高
見
慧
さ
ん
の
呼
び
か
け
で

実
現
し
た
も
の
で
す
。 

　
十
五
日
に
は
、
丹
後
織
物
工
業
組
合
（
大

宮
町
河
辺
）
と
京
都
府
織
物
・
機
械
金
属

振
興
セ
ン
タ
ー
（
峰
山
町
丹
波
）
を
訪
問

さ
れ
る
と
と
も
に
、
翌
十
六
日
に
は
市
内

の
機
業
工
場
な
ど
を
回
り
、
生
産
工
程
や

製
品
開
発
へ
の
取
り
組
み
を
視
察
。 

　
勝
井
さ
ん
は
「
ち
り
め
ん
の
製
造
工
程

を
み
て
、
創
造
意
欲
を
か
き
立
て
ら
れ
た
。

自
分
た
ち
な
り
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
新
し
い

も
の
を
つ
く
り
た
い
」、
八
木
さ
ん
は
「
若

い
か
た
が
着
て
く
れ
る
も
の
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
い
」。
ま
た
、
森
口
さ
ん
も
「
す
ご
い

技
術
が
あ
る
の
に
も
っ
た
い
な
い
。『
シ
ル

ク
』
、
『
き
も
の
』
は
敷
居
が
高
い
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
の
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
面
で
の
検
討

も
必
要
」
と
意
欲
を
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　
三
人
は
、
今
後
さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま
な
可

能
性
を
探
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
ま
ず
は

今
秋
に
開
催
す
る
「
丹
後
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ウ
ィ
ー
ク
（
仮
称
）」
で
の
作
品
の
発
表
に

向
け
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

﹁
丹
後
シ
ル
ク
﹂
の
高
付
加
価
値
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
を
め
ざ
す

﹁
丹
後
シ
ル
ク
﹂
の
高
付
加
価
値
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
を
め
ざ
す

﹁
丹
後
シ
ル
ク
﹂
の
高
付
加
価
値
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
を
め
ざ
す

「東京発　日本ファッションウィーク」で注目の 
　　　　若手デザイナーズ集団「ミントデザインズ」 勝井北斗さん・八木奈央さん勝井北斗さん・八木奈央さん 

コンシューマー・女性を観点とする 
　プランニング会社「ノンナ・ノンノ」代表 

「東京発　日本ファッションウィーク」で注目の 
　　　　若手デザイナーズ集団「ミントデザインズ」 

コンシューマー・女性を観点とする 
　プランニング会社「ノンナ・ノンノ」代表 森口由紀子さん　来丹 

勝井北斗さん・八木奈央さん 

森口由紀子さん　来丹 

　森口由紀子さん（右） 

　高見慧さん（左） 

▲勝井北斗さん（右） 

　八木奈央さん（左） 

二
日
間
に
わ
た
っ
て 

「
丹
後
シ
ル
ク
」
の 

　
可
能
性
に
つ
い
て 

　
視
察
さ
れ
ま
し
た 

丹後あじわいの郷　丹後あじわいの郷　 
　　ファッションデザイナー桂由美さんプロデュース　「恋人の聖地」に認定桂由美さんプロデュース　「恋人の聖地」に認定 
丹後あじわいの郷　 
　　ファッションデザイナー桂由美さんプロデュース　「恋人の聖地」に認定 

　
市
の
観
光
拠
点
施
設
で
あ
る
「
丹
後
あ
じ
わ
い
の
郷
」

（
弥
栄
町
鳥
取
）
が
、
「
恋
人
の
聖
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
第
一
回
選
定
で
全
国
二
十
か
所
の
「
聖
地
」
の
一
つ

に
認
定
を
受
け
ま
し
た
。 

　
「
恋
人
の
聖
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は
、
少
子
化
傾

向
を
憂
う
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
桂
由
美
さ
ん

が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に

計
画
。
結
婚
を
現
実
と
し
て
夢
見
る
こ
と
の
で
き
る
若

い
カ
ッ
プ
ル
を
育
て
る
と
と
も
に
、
地
域
に
新
た
な
魅

力
と
価
値
を
創
造
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
、

出
会
い
と
結
婚
の
象
徴
と
し
て
全
国
の
観
光
地
の
中
か

ら
「
恋
人
の
聖
地
」
を
選
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。 

　
今
回
の
第
一
回
選
定
で
は
、
桂
由
美
さ
ん
や
女
優
の

菊
川
怜
さ
ん
、
華
道
家
の
假
屋
崎
省
吾
さ
ん
な
ど
五
人

の
選
定
委
員
に
よ
っ
て
、
「
丹
後
あ
じ
わ
い
の
郷
」
を

は
じ
め
、
長
崎
県
の
「
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
」
、
岡
山
県

の
「
倉
敷
チ
ボ
リ
公
園
」
な
ど
国
内
二
十
か
所
と
海
外

か
ら
イ
タ
リ
ア
の
ル
チ
ニ
ャ
ー
ノ
が
「
聖
地
」
に
選
ば

れ
ま
し
た
。 

　
「
丹
後
あ
じ
わ
い
の
郷
」
で
は
今
後
、
桂
由
美
さ
ん

デ
ザ
イ
ン
の
「
銘
板
」
の

設
置
や
ブ
ラ
ン
ド
品
の
販

売
、
婚
約
セ
レ
モ
ニ
ー
や

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
を
計
画
。 

　
地
域
活
性
化
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
全
国
で
約
百

か
所
を
「
聖
地
」
と
し
て

選
定
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
広
め
て

い
く
予
定
で
す
。 

▲
 

待望の
 

「弁天大橋」（網野町浅茂川）が完成 「弁天大橋」（網野町浅茂川）が完成 

　
市
で
は
、「
京
丹
後
市
総
合
計
画
」
の
実
現
に
向
け
、
複

雑
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
部
局
の
枠

を
越
え
て
重
要
施
策
を
検
討
す
る
三
つ
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
」
を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。 

　
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
重
要
施

策
や
行
政
課
題
に
つ
い
て
調
査
研
究
、
企
画
立
案
を
行
う

も
の
で
、
既
存
の
部
課
な
ど
の
組
織
と
は
別
の
臨
時
的
組

織
と
し
て
設
置
。
メ
ン
バ
ー
の
構
成
に
は
、
関
係
部
課
の

職
員
を
は
じ
め
、
庁
内
で
公
募
を
募
り
、
能
力
・
経
験
な

ど
の
ほ
か
「
や
る
気
と
志
」
を
重
視
す
る
新
た
な
人
事
選

考
方
法
を
採
用
し
、
横
断
的
・
機
動
的
に
施
策
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
設
置
し
た
の
は
、
▽
地
域
住
民
の
互
助
、
扶
助
な

ど
に
よ
る
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
向
け
た
地
域

通
貨
の
シ
ス
テ
ム
を
検
討
す
る
「
地
域
福
祉
通
貨
導
入
検

討
」、
▽
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
や
少
子
化
な
ど
の
問
題
に

対
処
し
な
が
ら
人
口
増
に
つ
い
て
研
究
す
る
「
定
住
促
進

対
策
」、
▽
よ
り
安
く
よ
り
便
利
な
交
通
体
系
に
つ
い
て
研

究
す
る
「
新
交
通
体
系
構
築
」
の
三
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
。
各
チ
ー
ム
は
、
十
月
ご
ろ
に
調
査
研
究
や
企
画

立
案
に
つ
い
て
中
間
報
告
を
行
う
と
と
も
に
、
今
年
度
中

に
最
終
報
告
を
行
う
予
定
で

す
。 

　
五
月
十
五
日
に
行
っ
た
任

命
式
で
は
、
各
チ
ー
ム
の
代

表
に
辞
令
書
が
手
渡
さ
れ
た

後
、
中
山
市
長
が
「
課
題
解

決
の
前
進
に
向
け
、
果
敢
に

挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
」
と
激

励
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
を
確
認
し
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

重要施策の形成に組織の枠を越え企画立案 
　　　　　　　　　　庁内にプロジェクトチームを設置 
重要施策の形成に組織の枠を越え企画立案 
　　　　　　　　　　庁内にプロジェクトチームを設置 

京丹後市総合計画の実現をめざし 

　
網
野
町
浅
茂
川
の
福
田
川
河
口
近
く

に
架
か
る
「
弁
天
大
橋
」
の
架
け
替
え

工
事
が
完
成
し
、
四
月
二
十
七
日
に
浅

茂
川
連
合
区
（
梅
田
耕
之
助
区
長
）
の

主
催
に
よ
り
「
竣
工
式
」
が
行
わ
れ
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。 

　
福
田
川
は
、
昭
和
四
十
七
年
九
月
の

豪
雨
を
は
じ
め
、
最
近
で
は
平
成
十
年

九
月
の
台
風
七
号
、
平
成
十
六
年
十
月

の
台
風
二
十
三
号
な
ど
で
、
川
幅
の
狭

い
中
流
部
か
ら
下
流
部
ま
で
の
広
い
区

間
で
越
水
し
、
浅
茂
川
地
区
か
ら
下
岡

地
区
ま
で
が
浸
水
す
る
被
害
を
受
け
て

き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
京
都
府

が
昭
和
五
十
年
か
ら
河
川
改
修
に
着
手

さ
れ
、
現
在
、
河
口
か
ら
新
庄
川
合
流

点
ま
で
の
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル

が
完
成
。
平
成

十
六
年
か
ら
は
、
合
流
点
か
ら
上
流
に

向
け
て
改
修
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
「
弁
天
大
橋
」
の
架
け
替
え

は
、
京
都
府
に
よ
る
改
修
工
事
の
一
環

と
し
て
平
成
十

六
年
十
二
月
か

ら
取
り
組
ま
れ

て
い
た
も
の
で
、

交
通
の
安
全
性

と
利
便
性
の
向

上
を
図
る
た
め

の
道
路
拡
幅
も

あ
わ
せ
て
行
っ

た
も
の
で
す
。 

　
完
成
し
た
新

橋
は
、
鉄

筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製

で
橋
長
三

五
メ

ー

ト
ル

、
幅

員
七
メ

ー

ト
ル

、

事
業
費
は

約
二
億
四

千
六
百
万

円
。
旧
橋

に
比
べ
一
六
・
五
メ
ー
ト
ル

延
長
す
る
と
と
も

に
、
幅
員
も
一
・
五
メ
ー
ト
ル

拡
幅
さ
れ
ま
し

た
。 

　
「
竣
工
式
」
に
は
、
地
元
区
の
み
な

さ
ん
を
は
じ
め
、
京
都
府
丹
後
土
木
事

務
所
長
、
中
山
市
長
、
市
議
会
議
員
、

工
事
関
係
者
な
ど
約
八
十
人
が
出
席
。 

　
主
催
者
を
代
表
し
て
浅
茂
川
連
合
区

の
区
長
・
梅
田
耕
之
助
さ
ん
が
「
橋
の

役
割
は
、
地
域
住
民
の
生
活
圏
の
拡
大

は
も
と
よ
り
人
と
人
と
の
心
を
結
ぶ
幸

い
の
架
け
橋
と
な
っ
て
は
じ
め
て
そ
の

真
価
が
発
揮
さ
れ
ま
す
。『
弁
天
大
橋
』

が
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
た
ち
の
夢
を
乗
せ
て
未
来
へ
の

架
け
橋
と
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
続
き
、

同
橋
近
く
に
在
住
の
森
正
則
さ
ん
、
正

直
さ
ん
、
雅
男
さ
ん
の
一
家
四
世
代
を

は
じ
め
出
席
者
全
員
が
渡
り
初
め
を
行

い
、
待
望
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。 



受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
二
〇
〇
六
年
春
の
叙
勲
で
、
山

侃
さ
ん
（
網
野
町
網
野
）
が
旭

日
双
光
章
を
、
吉
岡

男
さ
ん
（
弥
栄
町
溝
谷
）
が
瑞
宝
双
光
章
を
、

増
田
剛
さ
ん
（
久
美
浜
町
）
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

　
山

侃
さ
ん
（
網
野
町
網
野
）
は
、
昭
和
五
十
年
四
月

に
京
都
府
議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、
平
成
三
年
四
月
ま

で
連
続
四
期
十
六
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
在
職
さ
れ
、
そ

の
卓
越
し
た
見
識
に
よ
り
円
滑
な
議
会
運
営
、
京
都
府
政

の
推
進
に
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
間
、
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
や
決
算
特
別
委
員

会
副
委
員
長
、
予
算
特
別
委
員
会
委
員
長
な
ど
の
要
職
を

歴
任
。 

　
特
に
、
国
鉄
等
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
と
し
て
、
山

陰
本
線
複
線
電
化
の
早
期
完
成
や
宮
福
線
の
開
通
な
ど
鉄

道
網
の
整
備
促
進
に
力
を
注
が
れ
る
と
と
も
に
、
近
畿
自

動
車
道
等
建
設
促
進
委
員
会
委
員
長
と
し
て
、
近
畿
自
動

車
道
舞
鶴
線
、
京
都
縦
貫
自
動
車
道
を
は
じ
め
と
し
た
道

路
網
の
整
備
促
進
に
向
け
て
そ
の
基
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
北
部
の
活
性
化
と
府
域
の
均
衡
あ
る
発
展
を
強

く
訴
え
ら
れ
、
丹
後
地
域
の
観
光
開
発
、
地
場
産
業
の
振

興
対
策
の
た
め
、
丹
後
織
物
の
新
商
品
開
発
や
和
装
需
要

開
拓
な
ど
に
も
精
力
的
に
努
め
ら
れ
た
ほ
か
、
丹
後
国
営

農
地
開
発
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
農
林
漁
業
の
振
興
に
も

ご
尽
力
を
い
た
だ
く
な
ど
、
そ
の
顕
著
な
功
績
が
高
く
評

価
さ
れ
受
章
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
増
田
剛
さ
ん
（
久
美
浜
町
）
は
、
昭
和
二
十
九
年
十
一

月
に
久
美
浜
郵
便
局
に
勤
務
さ
れ
、
平
成
二
年
三
月
ま
で

の
三
十
四
年
余
り
の
永
き
に
わ
た
り
、
終
始
旺
盛
な
責
任

感
と
、
た
ゆ
ま
ぬ
事
業
愛
を
も
っ
て
職
務
に
精
励
さ
れ
、

郵
政
事
業
の
発
展
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
間
、
旺
盛
な
研
究
心
と
た
ゆ
ま
な
い
努
力
を
も
っ

て
業
務
知
識
の
習
得
に
努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
常
に
地

域
に
お
け
る
役
割
と
自
己
の
職
責
を
深
く
認
識
さ
れ
、
部

下
職
員
の
指
導
に
も
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。 

　
特
に
、
地
域
の
か
た
に
愛
さ
れ
る
郵
便
局
づ
く
り
を
め

ざ
し
、
お
客
さ
ま
か
ら
よ
り
親
し
ま
れ
る
接
遇
方
法
を
身

に
つ
け
る
た
め
、
業
務
研
究
会
や
模
擬
訓
練
を
繰
り
返
し

行
わ
れ
る
な
ど
、
職
員
の
育
成
に
全
力
を
傾
注
。
ま
た
、

地
域
に
即
し
た
奨
励
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
各
種
営
業

成
績
の
早
期
達
成
に
尽
力
さ
れ
、
事
業
優
績
表
彰
を
数
々

受
賞
さ
れ
る
な
ど
、
郵
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
力
を
注
が

れ
、
地
域
の
発
展
へ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
高
く

評
価
さ
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

旭
日
双
光
章

旭
日
双
光
章 

　
山
　
山

侃
さ
ん
（
網
野
町
網
野
）

侃
さ
ん
（
網
野
町
網
野
） 

　
吉
岡

男
さ
ん
（
弥
栄
町
溝
谷
）
は
、
昭
和
二
十
九
年

四
月
の
間
人
小
学
校
助
教
諭
を
は
じ
め
と
し
て
、
平
成
四

年
三
月
ま
で
の
三
十
八
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
教
育
現

場
に
お
い
て
優
れ
た
教
育
実
践
を
積
み
、
大
き
な
足
跡
を

残
さ
れ
ま
し
た
。 

　
特
に
、
平
成
二
年
か
ら
は
小
学
校
長
と
し
て
、
学
校
の

伝
統
と
特
色
を
活
か
し
た
学
校
運
営
を
継
承
さ
れ
る
と
と

も
に
、
地
域
と
密
接
に
連
携
し
た
教
育
活
動
に
尽
力
。
人

権
教
育
の
推
進
を
は
じ
め
、
障
害
者
の
か
た
へ
の
理
解
に

対
す
る
取
り
組
み
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
教
育
活
動
を
通
じ
、

児
童
、
教
職
員
の
指
導
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
学
校
経
営

を
十
全
に
こ
な
し
、
そ
の
手
腕
を
大
い
に
発
揮
さ
れ
ま
し

た
。 

　
ま
た
、
退
職
後
、
平
成
四
年
四
月
か
ら
平
成
八
年
九
月

ま
で
峰
山
町
社
会
同
和
教
育
指
導
員
と
し
て
社
会
同
和
教

育
の
推
進
に
尽
力
。
平
成
八
年
十
月
か
ら
平
成
十
六
年
三

月
ま
で
は
、
弥
栄
町
教
育
委
員
会
教
育
長
と
し
て
教
育
行

政
の
中
心
と
な
っ
て
、
公
教
育
の
推
進
に
大
き
く
寄
与
さ

れ
、そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
り
受
章
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章 

　
増
田
　
剛
さ
ん
（
久
美
浜
町
）

　
増
田
　
剛
さ
ん
（
久
美
浜
町
） 

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章 

　
吉
岡

　
吉
岡

男
さ
ん
（
弥
栄
町
溝
谷
）

男
さ
ん
（
弥
栄
町
溝
谷
） 

旭
日
双
光
章 

　
山

侃
さ
ん
（
網
野
町
網
野
） 

瑞
宝
単
光
章 

　
増
田
　
剛
さ
ん
（
久
美
浜
町
） 

山 　侃さん 

吉岡 男さん 

増田　剛さん 
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瑞
宝
双
光
章 

　
吉
岡

男
さ
ん
（
弥
栄
町
溝
谷
） 

「株式会社 にしがき」の協力を得 

救急用ヘリコプター臨時離発着場を市内で初めて確保 

「株式会社 にしがき」の協力を得 

救急用ヘリコプター臨時離発着場を市内で初めて確保 

初期消火体制の強化を図る 

航空自衛隊経ヶ岬分屯基地・市消防団・市消防本部が連携 

初期消火体制の強化を図る 

航空自衛隊経ヶ岬分屯基地・市消防団・市消防本部が連携 

救
急
の
患
者
さ
ん
の
搬
送
を
迅
速
に 

　
市
で
は
、
ス
ー
パ
ー
ス
ト
ア
チ

ェ
ー
ン
な
ど
を
経
営
さ
れ
る
「
株

式
会
社
に
し
が
き
」（
西
垣
俊
平
社

長
）
の
ご
好
意
に
よ
り
、
同
本
社

（
大
宮
町
口
大
野
）
の
ヘ
リ
ポ
ー

ト
を
、
救
急
患
者
さ
ん
の
搬
送
用

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
臨
時
離
発
着
場
と

し
て
無
償
で
借
用
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
、
こ
の
た
び
「
覚

書
」
を
交
わ
し
ま
し
た
。 

　
市
内
に
は
救
急
を
要
す
る
患
者

さ
ん
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
搬
送
す

る
常
設
の
離
発
着
場
が
な
く
、
こ

れ
ま
で
は
離
発
着
場
の
あ
る
京
都

府
立
与
謝
の
海
病
院
（
与
謝
野
町
）

ま
で
二
十
分
〜
四
十
分
を
か
け
て

救
急
車
で
搬
送
。
ま
た
、
市
内
の

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
を
臨
時
離

発
着
場
と
し
て
使
用
す
る
場
合
は
、

周
辺
の
安
全
確
保
や
砂
の
飛
散
を

防
ぐ
た
め
の
散
水
作
業
な
ど
に
多

く
の
時
間
を
要
し
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、

弥
栄
病
院
を
は
じ
め
市
内
の
医
療

機
関
か
ら
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備
に

つ
い
て
要
請
を
受
け
、
市
消
防
本

部
で
検
討
を
進
め
て
い
る
中
、「
株

式
会
社
に
し
が
き
」
か
ら
本
社
裏

に
所
有
さ
れ
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
（
約

五
千
平
方
メ
ー
ト
ル

）
の
利
用
に
つ
い
て

協
力
の
申
し
出
を
い
た
だ
き
実
現

し
た
も
の
で
す
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、
搬
送
時
間
が
従

来
よ
り
十
分
〜
二
十
分
短
縮
で
き

る
な
ど
、
緊
急
を
要
す
る
患
者
さ

ん
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
搬
送
で
き

る
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。 

協
働
・
共
創
に
よ
る
　
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

協
働
・
共
創
に
よ
る
　
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り 
協
働
・
共
創
に
よ
る
　
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り 

　
市
消
防
本
部
お
よ
び
市
消
防
団

は
、
初
期
消
火
体
制
の
強
化
を
図

る
た
め
、
航
空
自
衛
隊
経
ヶ
岬
分

屯
基
地
と
、
同
基
地
近
傍
で
火
災

な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
、
隊
員

や
化
学
消
防
車
に
迅
速
に
協
力
い

た
だ
く
「
火
災
出
動
に
か
か
る
覚

書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。 

　
市
消
防
本
部
で
は
、
丹
後
町
大

山
の
竹
野
川
分
遣
所
に
消
防
ポ
ン

プ
車
を
配
置
し
て
い
な
い
た
め
、

こ
れ
ま
で
か
ら
同
地
区
で
火
災
が

発
生
し
た
場
合
、
網
野
分
署
か
ら

出
動
し
て
い
ま
し
た
。 

　
「
覚
書
」
で
は
、
同
基
地
周
辺

の
平
、
上
野
、
久
僧
、
中
浜
、
尾

和
、
袖
志
地
区
で
火
災
な
ど
の
災

害
が
発
生
し
た
場
合
、
同
基
地
が

所
有
す
る
消
防
車
を
出
動
す
る
な

ど
、
迅
速
な
初
期
消
火
に
協
力
を

い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

　
五
月
十
一
日
に
消
防
本
部
で
行

っ
た
「
調
印
式
」
で
は
、
航
空
自

衛
隊
第
三
十
五
警
戒
隊
長
で
経
ヶ

岬
分
屯
基
地
の
岡
崎
司
令
と
市
消

防
団
の

岡
団
長
、
市
消
防
本
部

の
上
田
消
防
長
が
「
覚
書
」
に
署

名
。 

　
中
山
市
長
は
「
覚
書
の
締
結
に

よ
り
、
さ
ら
な
る
安
心
・
安
全
の

確
保
が
で
き
る
も
の
と
期
待
し
ま

す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。
ま
た
、
岡
崎
司
令
は
「
宇
川

地
区
の
か
た
か
ら
、
日
中
は
勤
め

の
関
係
で
男
性
が
少
な
く
、
昼
間

の
火
災
が
心
配
だ
と
い
う
声
を
聞

い
て
い
ま
す
。
基
地
に
あ
る
消
火

機
材
を
有
効
か
つ
積
極
的
に
活
用

し
、
ご
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
力
強
い
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

早
速
、
五
月
十
一
日
に
は
、
丹
後
ふ

る
さ
と
病
院
の
患
者
さ
ん
を
京
都
大

学
病
院
へ
搬
送
し
ま
し
た 

連
携
を
固
く
約
束
（
右
か
ら
） 

　
　

岡
消
防
団
長
、
上
田
消
防
長 

　
　
岡
崎
司
令
、
中
山
市
長 



   

　
全
国
的
な
医
師
不
足
は
丹
後
地

域
で
も
深
刻
で
あ
り
、
府
内
の
市

町
村
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
京

都
府
で
は
「
医
師
バ
ン
ク
」
を
設

立
す
る
な
ど
、
府
内
の
医
療
の
確

保
に
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
て

い
ま
す
。
京
丹
後
市
と
し
て
も
、

医
師
の
確
保
に
全
力
を
挙
げ
、
関

係
大
学
へ
の
派
遣
要
請
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
広
く
全
国

か
ら
医
師
を
募
集
す
る
な
ど
、
で

き
る
限
り
の
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
議
会
と
と
も
に
京
都
府

に
医
師
派
遣
に
か
か
る
協
力
も
お

願
い
し
て
い
ま
す
。 

    

　
市
で
は
、
市
立
病
院
の
あ
り
方

と
市
の
地
域
医
療
の
あ
り
方
に
つ

い
て
「
京
丹
後
市
医
療
対
策
審
議

会
」（
会
長
・
内
藤
和
世
府
立
与
謝

の
海
病
院
長
、
二
十
人
）
に
お
い

て
審
議
い
た
だ
き
、
三
月
三
十
日

に
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

    

　
高
齢
化
が
進
む
中
、
救
急
医
療

を
は
じ
め
安
心
し
て
医
療
に
か
か

る
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
が

期
待
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
市
立

病
院
の
診
療
科
、
規
模
を
検
討
す

る
と
と
も
に
民
間
病
院
と
の
連
携

に
よ
り
医
療
資
源
の
最
大
限
の
活

用
が
重
要
で
あ
る
。 

   

　
患
者
本
位
の
良
質
な
医
療
の
提

供
、
収
支
の
健
全
化
、「
病
院
は
サ

ー
ビ
ス
業
で
あ
る
」
と
い
う
職
員

の
意
識
改
革
、
両
病
院
の
機
能
分

担
と
連
携
、
経
費
の
節
減
、
院
内

の
Ｉ
Ｔ
化
、
医
師
の
安
定
的
確
保

の
取
り
組
み
、
運
営
状
況
な
ど
の

情
報
公
開
な
ど
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。 

　 

 

　
市
の
病
院
事
業
は
安
定
的
運
営

の
た
め
の
回
復
に
向
け
、
経
営
改

善
を
図
り
、
当
面
、
公
設
公
営
に

よ
り
運
営
し
、
医
師
の
確
保
、
診

療
体
制
の
検
討
、
病
院
環
境
の
整

備
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
市
民
に
と
っ
て
最
も
適
切
な

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確
保
す

る
た
め
、
今
後
、
病
院
事
業
全
体

の
あ
り
方
を
検
討
を
す
べ
き
で
あ

る
。
た
だ
し
、
直
ち
に
実
施
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
経
営
改
善
の

取
り
組
み
は
、
即
刻
展
開
す
べ
き

で
あ
る
が
、
運
営
形
態
の
変
更
は
、

負
債
整
理
、
施
設
整
備
等
、
多
額

の
予
算
を
伴
う
場
合
も
あ
り
、
市

内
の
民
間
病
院
と
の
バ
ラ
ン
ス
も

考
え
、
総
合
的
に
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

   

　
病
院
診
療
所
な
ど
医
療
機
関
は
、

各
種
検
診
や
精
密
検
査
の
実
施
、

介
護
保
険
事
業
へ
の
か
か
わ
り
、

歯
科
衛
生
事
業
な
ど
、
多
く
の
保

健
福
祉
事
業
の
実
施
に
貢
献
し
て

い
る
。
市
内
の
医
療
機
関
は
、
単

に
疾
病
の
治
療
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
保
健
福
祉
事
業
の
実
施
を
支

え
る
た
め
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。

今
後
も
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
関

係
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る

連
携
が
重
要
で
あ
る
。 

    

　
診
療
所
は
、
か
か
り
つ
け
医
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
患
者
に
と
っ
て
最
良
の
医
療

を
提
供
す
る
た
め
、
疾
病
の
程
度

や
治
療
内
容
に
よ
り
、
診
療
所
と

病
院
が
患
者
を
紹
介
し
合
う
こ
と
、

さ
ら
に
病
院
の
検
査
機
器
や
病
床

を
共
同
利
用
す
る
こ
と
な
ど
、
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。 

　
ま
た
、
増
加
す
る
救
急
医
療
に

対
応
す
る
た
め
、
消
防
本
部
と
受

入
側
の
病
院
の
密
接
な
連
絡
は
、

市
外
の
府
立
与
謝
の
海
病
院
、
公

立
豊
岡
病
院
も
含
め
重
要
で
あ
る
。

救
急
隊
員
の
気
管
挿
管
、
薬
剤
投

与
な
ど
に
よ
る
救
命
率
の
向
上
が

重
要
で
あ
り
、
資
格
習
得
の
た
め

の
医
療
機
関
の
協
力
が
必
要
で
あ

る
。 

   

　
主
に
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
の

在
宅
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
訪

問
看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
、
訪
問

診
療
な
ど
、
訪
問
系
の
医
療
が
重

要
で
あ
り
、
個
々
の
需
要
に
適
切

に
対
応
で
き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。 

【病　院】 

財団法人丹後中央病院（峰山町）☎62-0791 

医療法人三青園　丹後ふるさと病院（網野町）☎72-5055 

市立弥栄病院（弥栄町）　　　　☎65-2003 

市立久美浜病院（久美浜町）　　☎82-1500

【診療所】 

新谷医院（峰山町）　　　　　　☎62-0592 

高田医院（峰山町）　　　　　　☎62-5021 

中江医院（峰山町）　　　　　　☎62-0266 

国保大宮診療所（大宮町）　　　☎68-0555 

国保五十河診療所（大宮町）　　☎64-2066 

谷口医院（大宮町）　　　　　　☎64-2177 

安井医院（大宮町）　　　　　　☎68-0123 

たんご協立診療所（大宮町）　　☎68-5017 

上田医院（網野町）　　　　　　☎72-0053 

宮地外科医院（網野町）　　　　☎72-5777 

山本医院（網野町）　　　　　　☎72-0081 

たちばな診療所（網野町）　　　☎74-1301 

国保間人診療所（丹後町）　　　☎75-0210 

村田内科医院（丹後町）　　　　☎75-0253 

宇川診療所（丹後町）　　　　　☎76-0210 

国保野間診療所（弥栄町）　　　☎66-0006 

国保佐濃診療所（久美浜町）　　☎84-0101 

原診療所（久美浜町）　　　　　☎82-0256 

斉藤診療所（久美浜町）　　　　☎83-0008 

斉藤診療所　出張所（久美浜町）☎83-0365

【歯科診療所】 

梅田歯科医院（峰山町）　　　　☎62-6480 

小国歯科医院（峰山町）　　　　☎62-0125 

のいち歯科医院（峰山町）　　　☎62-3800 

平井歯科医院　（峰山町）　　　☎62-0152 

かぶとく歯科クリニック（峰山町）☎62-5522 

戸田歯科医院（峰山町）　　　　☎62-4182 

荒田歯科医院（大宮町）　　　　☎64-2296 

伊東歯科医院（大宮町）　　　　☎64-2005 

さかね歯科医院（大宮町）　　　☎68-0740 

井上歯科医院（網野町）　　　　☎72-4800 

梅田歯科医院（網野町）　　　　☎72-0202 

野村歯科医院（網野町）　　　　☎72-0021 

吉岡歯科診療所（網野町）　　　☎72-3828 

坂根歯科医院（丹後町）　　　　☎75-0205 

森岡歯科医院（弥栄町）　　　　☎65-4058 

行待歯科医院（弥栄町）　　　　☎65-2207 

中村歯科医院（久美浜町）　　　☎82-0548 

沼倉歯科医院（久美浜町）　　　☎82-0165 

 

京丹後市立　弥栄病院 

京丹後市立　久美浜病院 

医療法人三青園　丹後ふるさと病院 

財団法人　丹後中央病院 

患
者
さ
ん
本
位
の
医
療
を
考
え
る

患
者
さ
ん
本
位
の
医
療
を
考
え
る 

京
丹
後
市
の
医
療 

生
き
る
喜
び
を
共
有
で
き
る
健
や
か
安
心
都
市
を
め
ざ
し

生
き
る
喜
び
を
共
有
で
き
る
健
や
か
安
心
都
市
を
め
ざ
し 

患
者
さ
ん
本
位
の
医
療
を
考
え
る 

生
き
る
喜
び
を
共
有
で
き
る
健
や
か
安
心
都
市
を
め
ざ
し 

京
丹
後
市
の
医
療
の
現
状

京
丹
後
市
の
医
療
の
現
状 

京
丹
後
市
の
医
療
の
現
状 

病
院
、
診
療
所
の
連
携

病
院
、
診
療
所
の
連
携 

病
院
、
診
療
所
の
連
携 

医療機関名 

丹後中央病院 

丹後ふるさと病院 

市立弥栄病院 

市立久美浜病院 

病院計 

診療所数 

歯科診療所数 

総数 

160 

160 

248 

170 

738

一般病床 

110 

  50 

200 

110 

470

療養型（医療） 

  50 

  80 

  48 

  10 

188

療養型（介護） 

   0 

  30 

   0 

  50 

  80

病床数 

20 

18

市内の病院・診療所 

※いくつかの要件がありますが、ベッドが0～19床
以下が診療所、20床を超えると病院となります。 

　
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ

と
は
、
す
べ
て
の
か
た
の
願
い
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
身
近
な

医
療
機
関
の
存
在
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。 

　
市
内
の
医
療
は
、
四
つ
の
病
院

を
中
心
に
、
診
療
所
・
歯
科
診
療

所
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
そ

れ
ぞ
れ
の
特
色
あ
る
診
療
科
目
を

開
設
し
、
い
ず
れ
も
患
者
さ
ん
本

位
の
医
療
の
提
供
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。 

　
今
回
は
、
市
内
の
医
療
の
現
状

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
、
厳
し
さ
を

増
す
医
療
環
境
の
中
で
、
い
か
に

し
て
地
域
の
医
療
を
守
っ
て
い
く

か
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

    

　
市
内
に
は
、
丹
後
中
央
病
院
、

丹
後
ふ
る
さ
と
病
院
、
市
立
弥
栄

病
院
、
市
立
久
美
浜
病
院
の
四
つ

の
病
院
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

合
計
ベ
ッ
ド
数
は
、
七
三
八
床
で
、

こ
れ
を
十
万
人
当
た
り
に
換
算
す

る
と
一
、
一
四
八
床
と
な
り
、
全

国
平
均
の
一
、
二
八
九
床
に
比
べ
、

す
こ
し
少
な
い
状
況
で
す
。
一
方
、

人
口
十
万
人
当
た
り
の
医
師
数
は
、

国
平
均
の
二
一
一
・
七
人
に
対
し
、

京
丹
後
市
は
一
〇
五
・
二
人
と
極

め
て
少
な
い
状
況
で
す
。
特
に
、

平
成
十
六
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
新

医
師
臨
床
研
修
制
度
」
に
よ
り
、

大
学
か
ら
の
派
遣
に
頼
っ
て
い
た

地
方
の
医
療
機
関
は
、
医
師
の
引

き
揚
げ
と
い
う
状
況
に
直
面
し
、

病
院
運
営
上
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
生
じ
て
い
ま
す
。
弥
栄
病
院
で

は
、
残
念
な
が
ら
お
産
の
休
止
と

い
う
極
め
て
深
刻
な
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

市
で
は
、
早
急
に
お
産
の
で
き

る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
医

師
確
保
に
最
大
限
努
力
す
る
と

と
も
に
、
民
間
病
院
の
運
営
を

支
援
し
つ
つ
、
「
市
医
療
対
策

審
議
会
」
の
答
申
を
踏
ま
え
て
、

安
心
、
安
全
な
医
療
の
確
保
を

精
力
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。 

   

　
広
大
な
市
域
に
お
い
て
は
、

一
つ
の
医
療
機
関
で
全
域
、
全

診
療
科
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
地
と
特
色
あ
る
診
療

科
を
生
か
し
て
、
病
院
同
士
、
ま

た
診
療
所
と
病
院
の
連
携
が
大
切

と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
診
療
所

は
、
身
近
な
医
療
機
関
、
か
か
り

つ
け
医
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。 

　
疾
病
予
防
の
た
め
の
各
種
保
健

事
業
や
検
診
、
そ
し
て
介
護
保
険

を
は
じ
め
と
す
る
高
齢
者
福
祉
や

障
害
者
福
祉
、
児
童
福
祉
な
ど
、

生
活
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

医
療
機
関
の
役
割
が
大
切
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。 

 

市
の
医
師
確
保
対
策

市
の
医
師
確
保
対
策 

市
の
医
師
確
保
対
策 

医
療
対
策
審
議
会
答
申

医
療
対
策
審
議
会
答
申 

医
療
対
策
審
議
会
答
申 

市
が
果
た
す
べ
き
役
割 

市
立
病
院
に
つ
い
て 

今
後
の
病
院
事
業 

地
域
医
療
の
充
実 

在
宅
医
療
の
充
実 

保
健
、
医
療
、
福
祉
の
連
携 

※
次
頁
以
降
の
各
病
院
の
診
療
日
程

な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
た
は
電
話
な
ど
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。 

《特集》 《特集》 
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財団法人　丹後中央病院 
住　　所　〒627-8555　峰山町杉谷158-1 
電話番号　☎62-0791 
FAX番号　62-5897 
病 床 数　160床（一般病床110床・療養型病床50床） 
ホームページアドレス　http://www.tangohp.com 
救急告示病院 

医療法人三青園 
　　　丹後ふるさと病院 

【【診療科目　19科】 

内科 
神経内科 
胃腸科 
循環器科 
リウマチ科 
小児科 
外科 
整形外科 
皮膚科 
肛門科 
産婦人科 
眼科 
耳鼻咽喉科 
リハビリ科 
放射線科 
歯科 
矯正歯科 
歯科口腔外科 
麻酔科 

住　　所　〒629-3113　網野町小浜673 
電話番号　☎72-5055 
FAX番号　72-5059 
病 床 数　160床（一般病床50床・療養型病床110床） 
ホームページアドレス　http://tangofurusato.jp

市内唯一の64列マルチスライスＣＴを導入 

　
丹
後
ふ
る
さ
と
病
院
は
、
地
域
の

多
く
の
か
た
に
支
え
ら
れ
、
と
も
に

歩
ん
で
き
た
歴
史
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
豊
か
な
自
然
と
文
化
の
満
ち
あ

ふ
れ
た
京
丹
後
市
で
安
心
し
て
暮
ら

し
、
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
貢

献
し
て
い
き
ま
す
。 

　
少
子
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中

で
、
保
健
予
防
、
医
療
、
介
護
の
充

実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
当
院
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
（
身

近
な
地
域
の
医
師
と
の
信
頼
関
係
に

基
づ
い
た
初
期
治
療
）
を
重
視
し
た

医
療
の
充
実
と
と
も
に
、
健
診
活
動

の
充
実
で
生
活
習
慣
病
や
が
ん
の
早

期
発
見
に
努
め
、
ま
た
在
宅
医
療
の

充
実
の
た
め
に
往
診
、
訪
問
看
護
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

　
特
に
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
も
含
む

婦
人
科
健
診
や
ド
ッ
グ
検
診
は
た
い

へ
ん
喜
ば
れ
て
お
り
、
今
後
も
健
診

内
容
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
ふ
る
さ
と
病
院
な
ら
で

は
の
特
色
あ
る
医
療
も
行
っ
て
い
ま

す
。
神
経
内
科
、
産
婦
人
科
、
和
漢

診
療
科
に
加
え
、
循
環
器
科
、
整
形

外
科
と
リ
ハ
ビ
リ
、
歯
科
口
腔
外
科

の
診
療
は
高
齢
化
が
一
層
進
む
中
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
ま
た
、
今
年
三
月
に
は
最
新
鋭
の

Ｃ
Ｔ
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
狭

心
症
診
断
に
こ
れ
ま
で
必
要
で
あ
っ

た
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
な
し
で
冠
状
動

脈
撮
影
が
行
え
る
こ
と
に
な
り
、
動

脈
硬
化
性
疾
患
に
対
す
る
取
り
組
み

が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
ま
ち
で
生
活
し
て
い
く
た
め

に
必
要
な
医
療
、
介
護
が
十
分
提
供

で
き
る
よ
う
に
今
後
も
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

【診療科目　18科】 

内科 
神経内科 
呼吸器科 
循環器科 
消化器科 
リウマチ科 
小児科 
外科 
脳神経外科 
整形外科 
皮膚科 
泌尿器科 
肛門科 
産婦人科 
眼科 
耳鼻咽喉科 
リハビリ科 
放射線科 

西島直城　院長 

　
冬
の
積
雪
と
寒
さ
が
厳
し
か
っ
た

故
か
、
今
年
の
丹
後
中
央
病
院
の
桜

は
、
こ
と
の
ほ
か
美
し
く
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
が
、
す
で
に
す
っ
か
り
葉

桜
に
な
り
ま
し
た
。 

　
散
れ
ば
こ
そ
　 

　
　
　
い
と
ど
桜
は
　
め
で
た
け
れ

　
憂
き
世
に 

　
　
　
な
に
か
　
久
し
か
る
べ
き 

　
す
べ
て
は
移
り
変
わ
ら
な
け
れ
ば

生
き
残
れ
ま
せ
ん
。
当
院
も
良
質
・

安
心
・
信
頼
の
医
療
を
求
め
て
、
大

き
く
急
性
期
病
院
に
様
変
わ
り
し
ま

し
た
。
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
、
多

く
の
優
秀
な
医
師
、
医
療
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。
医
師
数
は
、
常
勤
・
非

常
勤
を
あ
わ
せ
る
と
三
十
数
人
に
な

り
ま
す
。 

　
循
環
器
は
、
四
月
か
ら
京
都
大
学

よ
り
八
人
の
非
常
勤
医
師
、
七
月
に

は
三
人
の
常
勤
内
科
医
師
の
勤
務
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
麻
酔
科
も
開

設
。
リ
ウ
マ
チ
科
、
リ
ハ
ビ
リ
科
を

特
化
さ
せ
、
循
環
器
科
・
大
谷
元
京

都
大
学
病
棟
医
局
長
の
常
勤
に
伴
い
、

狭
心
症
・
心
筋
こ
う
そ
く
に
対
応
す

べ
く
Ｍ
Ｄ
Ｃ
Ｔ
（
心
カ
テ
な
し
の
心

臓
冠
動
脈
診
断
）
・
心
臓
カ
テ
ー
テ

ル
を
始
め
ま
す
。
乳
が
ん
検
診
に
女

性
の
技
師
に
よ
る
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

も
行
い
、
選
択
項
目
の
多
い
日
帰
り

人
間
ド
ッ
ク
に
力
を
入
れ
ま
す
。
糖

尿
病
、
高
血
圧
の
権
威
筋
に
も
診
療

に
あ
た
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

脳
外
科
外
来
の
開
始
、
急
性
期
透
析

も
体
裁
を
整
え
、
救
急
体
制
は
、
三

次
救
急
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
と
も
整
備
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。 

　
さ
し
あ
た
っ
て
の
問
題
と
し
て
は
、

患
者
さ
ん
急
増
に
対
応
す
る
た
め
、

待
ち
時
間
の
長
さ
の
問
題
（
診
療
時

間
を
完
全
予
約
制
に
す
る
と
、
予
約

料
金
千
五
百
円
が
自
己
負
担
に
な
り

ま
す
）
、
院
外
処
方
の
問
題
、
駐
車

場
狭
隘
（
き
ょ
う
あ
い
）
の
問
題
と
、

早
急
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 

　
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
が
得
ら
れ
な

け
れ
ば
、
ユ
ー
ザ
ー
（
利
用
者
）
中

心
の
医
療
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
前
記

の
二
つ
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
賛

同
が
ア
ン
ケ
ー
ト
上
は
得
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
駐
車
場
に
つ
い
て

は
、
現
在
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
し

ば
ら
く
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

　
当
院
の
歴
史
に
鑑
み
、
こ
の
地
域

の
み
な
さ
ん
に
、
よ
り
良
質
な
医
療

の
提
供
と
、
さ
ら
な
る
信
頼
を
め
ざ

し
、
職
員
一
同
精
一
杯
努
力
し
て
ま

い
る
所
存
で
す
。 

財
団
法
人
と
し
て
設
立

財
団
法
人
と
し
て
設
立 

財
団
法
人
と
し
て
設
立 

急
性
期
医
療
を
充
実

急
性
期
医
療
を
充
実 

救
急
医
療
に
も
貢
献

救
急
医
療
に
も
貢
献 

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
を
強
化

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
を
強
化 

急
性
期
医
療
を
充
実 

救
急
医
療
に
も
貢
献 

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
を
強
化 

医
療
法
人
に
よ
り
運
営

医
療
法
人
に
よ
り
運
営 

和
漢
診
療
科
の
開
設

和
漢
診
療
科
の
開
設 

多
様
な
形
態
の

多
様
な
形
態
の 

　
　
　
　
お
産
を
め
ざ
す

　
　
　
　
お
産
を
め
ざ
す 

休
日
急
患
診
療
（
内
科
）

休
日
急
患
診
療
（
内
科
） 

医
療
法
人
に
よ
り
運
営 

和
漢
診
療
科
の
開
設 

多
様
な
形
態
の 

　
　
　
　
お
産
を
め
ざ
す 

休
日
急
患
診
療
（
内
科
） 

中庭から眺む 

　 

 

　
丹
後
中
央
病
院
は
、
昭
和
十

五
年
に
現
在
の
丹
後
織
物
工
業

組
合
の
前
身
で
あ
る
丹
後
縮
緬

組
合
の
寄
付
金
で
財
団
法
人
と

し
て
設
立
し
、
さ
ら
に
旧
峰
山

町
か
ら
用
地
提
供
を
受
け
、
昭

和
十
七
年
に
開
設
し
ま
し
た
。

当
時
は
三
十
五
床
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
昭
和
五
十
四
年
、
平
成

六
年
、
平
成
十
二
年
に
増
築
を

行
い
、
百
六
十
床
の
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。 

    

　
丹
後
中
央
病
院
は
、
位
置
的

に
も
丹
後
の
中
心
部
に
あ
り
、

広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
に
利
用

さ
れ
る
重
要
な
医
療
機
関
と
し
て
、

そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

　
診
療
科
は
、
内
科
、
外
科
、

整
形
外
科
を
は
じ
め
、
主
要
な

診
療
科
を
中
心
に
、
十
八
科
を

開
設
。
急
性
期
医
療
に
力
を
入
れ
、

中
で
も
整
形
外
科
は
最
近
特
に

充
実
し
、
難
し
い
手
術
や
高
度

な
治
療
を
行
う
な
ど
、
市
外
か

ら
も
多
く
の
患
者
さ
ん
が
訪
れ

て
い
ま
す
。 

   

 

　
病
院
の
特
色
の
一
つ
に
、
急

性
期
医
療
の
充
実
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
救
急
患
者
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
七
年
の
市
消
防
本
部
救

急
車
の
搬
送
先
別
で
は
、
全
体

の
三
二
・
六
％
、
七
百
四
十
八

人
と
、
最
も
多
く
の
受
け
入
れ

を
行
っ
て
い
ま
す
。  

   

　
回
復
期
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
急
性
期
医
療
を
経

て
回
復
後
、
社
会
生
活
や
在
宅

へ
の
復
帰
に
あ
た
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
能
回
復
を
め
ざ
す
も
の
で
、

四
月
か
ら
一
部
の
病
棟
を
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
に
転
換
す
る
な
ど
、

従
来
に
増
し
て
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。 

　
今
後
、
高
齢
者
の
か
た
が
増

加
す
る
に
従
い
、
整
形
外
科
や

リ
ハ
ビ
リ
の
重
要
性
は
さ
ら
に

高
ま
り
ま
す
。
市
の
高
齢
者
福

祉
施
策
は
も
と
よ
り
、
開
業
医

の
み
な
さ
ん
や
高
齢
者
福
祉
施

設
と
の
連
携
を
と
り
、
引
き
続

き
地
域
医
療
へ
の
貢
献
が
期
待

さ
れ
ま
す
。 

　 

  

　
丹
後
ふ
る
さ
と
病
院
は
、
昭

和
五
十
八
年
に
開
設
さ
れ
た
旧
「
佐

久
間
病
院
」
を
前
身
と
し
て
、

平
成
七
年
か
ら
は
現
在
の
医
療

法
人
三
青
園
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
旧
網
野
町
に
は
、
病

院
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
住
民

の
か
た
か
ら
の
要
望
が
高
ま
り
、

開
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
特
に
、

平
成
十
七
年
か
ら
は
、
特
定
医

療
法
人
の
認
可
を
受
け
て
い
ま
す
。 

     

　
診
療
科
目
は
、
内
科
、
外
科
、

整
形
外
科
な
ど
十
九
の
診
療
科

を
標
榜
し
て
い
ま
す
。
主
に
、

高
齢
者
を
主
と
す
る
慢
性
期
医

療
に
重
点
を
置
い
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
十
五
年
の
増
改
築
を
機
に
、

一
般
病
床
五
十
床
、
療
養
型
病

床
百
十
床
に
整
備
し
、
一
般
医

療
に
つ
い
て
も
充
実
を
図
り
ま

し
た
。
ま
た
、
診
療
科
の
中
に

は
全
国
的
に
も
珍
し
い
、
漢
方

を
活
用
し
た
「
和
漢
診
療
科
」

を
開
設
し
て
い
る
の
が
特
色
で
、

各
地
か
ら
患
者
さ
ん
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。  

    

　
産
婦
人
科
に
つ
い
て
は
、
平

成
十
五
年
五
月
の
開
設
以
来
、

お
母
さ
ん
の
お
産
に
対
す
る
多

様
な
思
い
に
応
え
、
本
人
の
希

望
す
る
形
態
で
の
お
産
の
実
現

に
努
力
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
分
娩
台
の
上
で
の
お
産
だ

け
で
な
く
、
床
の
上
、
立
位
、

水
中
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
産

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ

体
制
や
施
設
の
制
約
で
、
月
約

二
十
件
に
制
限
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
す
が
、
お
母
さ
ん
の

気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
お
産
が

で
き
る
よ
う
に
、
努
力
し
て
い

ま
す
。  

    

　
丹
後
ふ
る
さ
と
病
院
は
、
市

の
「
休
日
急
患
診
療
当
番
医
」

を
受
託
し
、
日
曜
や
祝
日
な
ど

休
日
に
お
け
る
在
宅
の
急
患
に

つ
い
て
も
、
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

（
「
当
番
医
」
は
、
在
宅
に
お
け

る
急
病
の
か
た
な
ど
を
対
象
と
し
、

日
曜
・
祝
日
の
午
前
九
時
三
十

分
〜
十
二
時
、
午
後
二
時
〜
五

時
ま
で
を
診
察
時
間
と
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
丹
後
ふ
る
さ
と

病
院
で
は
、
内
科
医
が
対
応
し

て
い
ま
す
） 

山西行造　院長 
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京丹後市立　弥栄病院 京丹後市立　久美浜病院 
住　　所　〒627-0111　弥栄町溝谷3452番地の1 
電話番号　☎65-2003 
FAX番号　65-4136 
院　　長　大西　慧 
病 床 数　248床（一般病床200床・療養型病床48床） 
ホームページアドレス 
　http://www.city.kyotango.kyoto.jp/hospital/yasaka/ 
救急告示病院 

【診療科目　13科】 

内科 

外科 

整形外科 

小児科 

眼科 

泌尿器科 

皮膚科 

耳鼻咽喉科 

心療内科 

精神科 

歯科 

歯科口腔外科 

リハビリテーション科 

【診療科目　16科】 

内科 

外科 

整形外科 

眼科 

産婦人科 

小児科 

耳鼻咽喉科 

泌尿器科 

消化器科 

循環器科 

神経内科 

リハビリテーション科 

放射線科 

皮膚科 

麻酔科 

呼吸器科 

住　　所　〒629-3404　久美浜町161番地 
電話番号　☎82-1500 
FAX番号　82-1504 
院　　長　奥田　聖介 
病 床 数　170床（一般病床110床・療養型病床60床） 
ホームページアドレス 
　http://www.city.kyotango.kyoto.jp/hospital/kumihama/ 
救急告示病院 

奥田　聖介　院長 

　
当
院
は
、
開
設
後
二
十
五
年
が
経
過
、

こ
の
間
、
「
同
じ
国
保
税
や
健
康
保
険

料
を
納
め
て
い
る
の
に
、
都
市
部
の
人

は
助
か
り
、
当
地
の
人
は
助
か
ら
な
い
」

と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
医
療
の

質
の
向
上
と
患
者
さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
最
重
点
課
題
と
し
て
き
ま
し
た
。 

　
特
に
、
医
療
機
器
の
整
備
と
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
充
実
に
努
め
、
各
診
療
科
と

も
最
新
の
医
療
情
報
を
取
り
入
れ
、
最

近
で
は
、
狭
心
症
や
心
筋
こ
う
そ
く
に

対
し
て
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
、
尿
路
結
石

の
治
療
と
し
て
体
外
衝
撃
波
砕
石
術
な

ど
の
最
新
の
治
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
外
来
診
療
で
は
、
待
ち
時
間
の
短
縮

と
利
便
性
を
考
慮
し
て
、
す
べ
て
の
診

療
科
を
予
約
制
と
し
、
小
児
科
で
は
電

話
受
付
も
採
用
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
は
、
小
児
科
医
師
の
増
員
、

歯
科
口
腔
外
科
専
門
医
師
の
増
員
に
よ

り
、
常
勤
医
師
は
十
八
人
と
な
り
、
医

師
体
制
は
昨
年
よ
り
充
実
し
、
さ
ら
に

医
科
で
五
人
（
六
月
か
ら
八
月
）
、
歯

科
で
一
人
の
臨
床
研
修
医
を
受
け
入
れ
、

医
療
の
質
の
さ
ら
な
る
向
上
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
開
設
後
二
十
五
年
が
経
過

し
た
現
在
、
都
市
部
以
上
の
医
療
が
当

院
で
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
確

信
し
て
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
当
院
は
、
病
気
の
治
療
だ
け

で
な
く
、
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
が
健

康
で
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
予
防

や
健
康
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
治
療
後
に
介
護
を
要
す
る

場
合
、
介
護
に
も
病
院
が
関
与
し
、
訪

問
診
療
、
訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

に
よ
る
在
宅
医
療
や
療
養
型
病
床
に
よ

る
施
設
介
護
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
当
院
は
、
医
療
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
、
予
防
か
ら
治
療
、
さ
ら
に

介
護
ま
で
を
包
括
的
に
行
う
、
全
人
的

医
療
、
地
域
包
括
医
療
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
、
小
児
か
ら
高
齢
者
の

か
た
ま
で
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が
安
心

し
て
気
軽
に
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
十
分
に
行
き
届
い
た
医
療
体
制
づ

く
り
を
職
員
一
同
努
力
し
て
い
き
ま
す
。 

充
実
し
た
ス
タ
ッ
フ
体
制
を
整
え
た 

　
　
　
　
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

　
日
本
経
済
が
再
活
性
に
向
か
い
、

市
場
経
済
は
成
功
し
て
い
る
よ
う
に

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
の
日
か
、

丹
後
地
域
に
よ
い
影
響
が
で
て
く
る

も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
そ
の
よ
う
な
期
待
は
と
も
か
く
、

地
域
医
療
の
面
か
ら
み
て
い
ま
す
と
、

医
師
や
看
護
師
な
ど
医
療
ス
タ
ッ
フ

の
確
保
に
関
し
て
は
、
困
難
を
極
め
、

地
域
格
差
が
徐
々
に
進
ん
で
い
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
病
院
も
高
齢

社
会
に
備
え
て
、
変
化
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
先
日
に
は
、
「
京
丹
後
市
医
療
対

策
審
議
会
」
か
ら
答
申
を
い
た
だ
き
、

市
民
の
た
め
の
病
院
の
進
む
べ
き
方

向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
医
療

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
経
営
分
析
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
非
常
に
困
難
な

課
題
を
い
た
だ
き
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。 

　
本
院
で
の
産
科
病
棟
の
今
後
に
つ

き
ま
し
て
は
、
一
時
中
断
は
し
か
た

な
い
と
い
え
ど
も
、
今
後
の
再
開
に

向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
医
師
数
の
減
少
に
伴
い
、

救
急
医
療
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
も

困
難
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
患
者
さ

ん
の
安
心
・
安
全
の
医
療
を
め
ざ
し

て
、
病
院
も
変
化
し
発
展
し
て
い
く

よ
う
に
、
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

地
域
住
民
か
ら

地
域
住
民
か
ら 

　
信
頼
さ
れ
親
し
ま
れ
る

　
信
頼
さ
れ
親
し
ま
れ
る 

　
　
　
病
院
を
め
ざ
し
て

　
　
　
病
院
を
め
ざ
し
て 

地
域
住
民
か
ら 

　
信
頼
さ
れ
親
し
ま
れ
る 

　
　
　
病
院
を
め
ざ
し
て 

小
児
科
充
実

小
児
科
充
実 

　
常
勤
医
師
二
人
が

　
常
勤
医
師
二
人
が 

　
　
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト

　
　
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト 

小
児
科
充
実 

　
常
勤
医
師
二
人
が 

　
　
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト 

歯
科
・
歯
科
口
腔
外
科
の

歯
科
・
歯
科
口
腔
外
科
の 

　
　
　
　
　
診
察
件
数
増

　
　
　
　
　
診
察
件
数
増 

広
範
な
エ
リ
ア
か
ら
来
院

広
範
な
エ
リ
ア
か
ら
来
院 

歯
科
・
歯
科
口
腔
外
科
の 

　
　
　
　
　
診
察
件
数
増 

広
範
な
エ
リ
ア
か
ら
来
院 

丹
後
の
中
核
病
院
と
し
て

丹
後
の
中
核
病
院
と
し
て 

 

患
者
さ
ん
本
位
の
医
療
を

患
者
さ
ん
本
位
の
医
療
を 

丹
後
の
中
核
病
院
と
し
て 

 

患
者
さ
ん
本
位
の
医
療
を 

高
齢
化
社
会
に
備
え

高
齢
化
社
会
に
備
え 

 

　
病
後
回
復
期
な
ど
の

　
病
後
回
復
期
な
ど
の 

 

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

高
齢
化
社
会
に
備
え 

 

　
病
後
回
復
期
な
ど
の 

 

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

京
丹
後
市
内
唯
一

京
丹
後
市
内
唯
一 

 

　
　
人
工
透
析
治
療

　
　
人
工
透
析
治
療 

 

　
　
　
機
械
二
十
五
台

　
　
　
機
械
二
十
五
台 

京
丹
後
市
内
唯
一 

 

　
　
人
工
透
析
治
療 

 

　
　
　
機
械
二
十
五
台 

大西　慧　院長 

　 

   

　
弥
栄
病
院
の
歴
史
は
古
く
、

昭
和
二
十
三
年
に
弥
栄
村
国
民

健
康
保
険
組
合
立
の
診
療
所
と

し
て
開
設
さ
れ
、
昭
和
三
十
六

年
十
月
に
病
院
に
昇
格
。
現
在

で
は
、
市
立
病
院
と
な
り
、
診

療
科
も
十
六
科
と
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
へ
き
地
中
核
病
院
と

し
て
、
過
疎
地
域
に
お
け
る
住

民
の
健
康
の
維
持
・
増
進
や
医

療
の
確
保
の
た
め
に
果
た
し
て

き
た
役
割
は
大
き
く
、
人
間
ド

ッ
ク
や
各
種
検
診
を
は
じ
め
、

救
急
医
療
、
訪
問
看
護
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
実
施
、
無
医
地
区
へ

の
医
師
派
遣
な
ど
、
社
会
の
変

化
や
ニ
ー
ズ
に
適
応
し
つ
つ
患

者
さ
ん
の
目
線
で
病
院
経
営
を

進
め
て
き
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
た
い
へ
ん
残
念
な

こ
と
で
す
が
、
医
療
を
め
ぐ
る

昨
今
の
厳
し
い
環
境
の
中
、
平

成
十
六
年
春
に
は
十
六
人
で
あ

っ
た
常
勤
医
師
が
、
今
春
に
は

九
人
に
ま
で
減
少
す
る
な
ど
、

医
師
や
看
護
師
な
ど
医
療
ス
タ

ッ
フ
の
不
足
は
深
刻
で
、
現
在
、

第
二
病
棟
の
四
十
八
床
を
閉
鎖

し
て
い
ま
す
。
目
下
の
と
こ
ろ

医
師
確
保
が
最
優
先
課
題
と
な

っ
て
お
り
、
早
期
の
お
産
再
開

な
ど
の
問
題
解
決
に
向
け
て
、

関
係
者
一
同
懸
命
の
努
力
を
続

け
て
い
ま
す
。 

    

　
高
齢
者
の
か
た
や
、
病
気
な

ど
で
身
体
機
能
が
低
下
さ
れ
た

か
た
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
重
要
と

さ
れ
て
い
る
の
が
、
医
療
施
設

や
福
祉
施
設
に
お
け
る
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
弥
栄
病

院
で
は
、
こ
う
し
た
高
齢
化
が

進
む
社
会
の
要
請
を
受
け
、
昭

和
五
十
九
年
春
か
ら
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
。
院
内
に

リ
ハ
ビ
リ
訓
練
室
を
設
け
、
理

学
療
法
士
な
ど
充
実
し
た
ス
タ

ッ
フ
体
制
の
も
と
、
病
後
回
復

期
の
機
能
訓
練
や
、
在
宅
介
護

の
支
援
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

       

　
弥
栄
病
院
に
お
い
て
は
、
市

内
で
唯
一
、
人
工
透
析
治
療
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
設
備
を
有

し
て
い
ま
す
。
慢
性
腎
不
全
の

患
者
さ
ん
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、

腎
臓
の
機
能
低
下
が
顕
著
に
な

る
と
、
人
工
透
析
治
療
か
腎
臓

移
植
を
し
な
け
れ
ば
生
命
を
維

持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

透
析
治
療
の
場
合
は
、
週
二
〜

三
回
の
通
院
が
必
要
で
、
一
回

当
た
り
四
〜
五
時
間
を
か
け
て

行
う
た
め
、
通
院
の
負
担
が
大

き
く
身
近
な
と
こ
ろ
で
の
サ
ー

ビ
ス
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
院

内
の
人
工
透
析
室
で
は
二
十
五

台
の
機
械
を
設
置
し
て
治
療
に

当
た
っ
て
い
ま
す
。 

     

　
久
美
浜
病
院
は
、
昭
和
五
十

六
年
に
開
設
し
、
今
年
で
二
十

五
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
当
初
は
、

一
般
病
床
五
十
床
、
診
療
科
五

科
で
発
足
し
ま
し
た
が
、
二
回

の
増
改
築
を
経
て
現
在
は
、
一

般
病
床
百
十
床
と
療
養
型
病
床

六
十
床
の
計
百
七
十
床
、
診
療

科
は
十
三
科
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。 

　
経
営
状
況
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
で
す
が
、
本
年
四
月

以
降
、
病
棟
は
満
床
に
近
い
状

況
の
中
、
良
心
的
な
医
療
を
提

供
し
て
い
ま
す
。 

　
病
院
で
は
、
「
地
域
住
民
か
ら

信
頼
さ
れ
親
し
ま
れ
る
病
院
」

を
合
言
葉
に
、
施
設
や
各
種
医

療
機
器
の
充
実
、
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
向
け
て
、
ス
タ
ッ

フ
一
同
が
日
々
努
力
を
重
ね
て

い
ま
す
。 

　
ま
た
、
病
院
の
役
割
と
し
て
、

病
気
を
治
す
だ
け
で
な
く
、
地

域
住
民
の
健
康
を
支
援
す
る
た
め
、

住
民
検
診
や
乳
幼
児
健
診
、
歯

科
検
診
、
健
康
づ
く
り
講
演
会

な
ど
の
保
健
活
動
、
予
防
活
動

に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。 

      

　
冒
頭
の
記
事
に
も
あ
り
ま
し

た
が
、
昨
今
の
医
療
事
情
で
は
、

産
婦
人
科
や
小
児
科
に
つ
い
て
は
、

都
市
圏
の
病
院
で
さ
え
診
療
科

の
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、

全
国
的
に
危
機
的
な
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
で
久
美
浜
病

院
で
は
、
常
勤
の
医
師
二
人
が

診
療
に
当
た
り
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
強

力
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
救
急
医
療
つ
い
て
は
、

府
内
の
病
院
に
先
駆
け
て
当
直

医
師
の
た
め
の
小
児
救
急
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り
を
行
う
な
ど
、

病
院
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

各
方
面
か
ら
高
い
評
価
を
得
て

い
ま
す
。 

      

　
久
美
浜
病
院
の
各
診
療
科
の

中
で
は
、
歯
科
、
歯
科
口
腔
外

科
も
充
実
し
て
い
る
部
門
の
一

つ
で
す
。
常
勤
医
師
四
人
が
診

療
に
当
た
り
、
京
丹
後
市
内
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
市
外
か
ら
も

多
く
の
患
者
さ
ん
が
来
院
さ
れ
、

質
的
に
も
量
的
に
も
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て

い
ま
す
。 

平成16年度に初めて開

催した「院内学会」 
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市
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
み
な
ら
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
幅
広
い
分
野
で
地
域
の
活

性
化
に
関
し
て
互
い
に
連
携
し
て
い
く
「
包

括
協
力
協
定
」
を
締
結
し
た
、
江
本
孟

紀
監
督
率
い
る
社
会
人
野
球
ク
ラ
ブ
「
京

都
フ
ァ
イ
ア
ー
バ
ー
ズ
」
の
市
内
で
は

初
め
て
と
な
る
交
流
試
合
（
対
阪
神
タ

イ
ガ
ー
ス
二
軍
）
が
、
四
月
二
十
四
日

に
峰
山
球
場
（
峰
山
町
荒
山
）
で
開
か

れ
ま
し
た
。 

　
交
流
試
合
は
、
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
市

民
で
支
え
て
い
こ
う
と
、
福
祉
や
教
育
、

観
光
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
み
な
さ

ん
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
京
都
フ
ァ

イ
ア
バ
ー
ズ
支
援
・
連
携
た
ん
ご
応
援

団
実
行
委
員
会
準
備
会
」
の
主
催
で
開
催
。 

　
試
合
に
は
、「
京
都
フ
ァ
イ
ア
ー
バ
ー

ズ
」
に
所
属
の
京
丹
後
市
在
住
の
木
成

雄
三
さ
ん
（
大
宮
町
口
大
野
）、
吉
岡
慎

吾
さ
ん
（
峰
山
町
菅
）、
ま
た
弥
栄
町
溝

谷
出
身
の
藤
原
将
広
さ
ん
（
京
都
市
在
住
）

も
出
場
す
る
な
ど
、
平
日
に
も
か
か
わ

ら
ず
約
一
千
三
百
人
の
フ
ァ
ン
が
詰
め

か
け
た
ス
タ
ン
ド
か
ら
は
、
攻
守
に
フ

ァ
イ
ン
プ
レ
ー
が
出
る
た
び
に
大
き
な

拍
手
と
歓
声
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

プロの迫力あるプレーが観衆を魅了 プロの迫力あるプレーが観衆を魅了 

　
初
日
の
試
合
終
了
後
に
開
か
れ

た
、
サ
ー
パ
ス
の
選
手
よ
る
「
学

童
野
球
教
室
」
に
は
、
市
内
の
十

五
チ
ー
ム
か
ら
約
百
四
十
人
が
参

加
。
あ
こ
が
れ
の
プ
ロ
野
球
選
手

か
ら
グ
ラ
ブ
さ
ば
き
や
打
撃
フ
ォ

ー
ム
な
ど
の
指
導
を
受
け
、
緊
張

し
な
が
ら
も
目
を
輝
か
せ
て
一
生

懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
学
童
野
球
に
携
わ
る
コ

ー
チ
な
ど
を
対
象
と
し
た
「
学
童

野
球
指
導
者
講
習
会
」
も
同
時
に

開
か
れ
、
け
が
や
故
障
を
し
な
い

運
動
方
法
や
指
導
の
コ
ツ
、
楽
し

く
野
球
に
取
り
組
む
た
め
の
環
境

づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
、
参
加
者

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

対阪神タイガース二軍 

京都ファイアーバーズが市内で初の交流試合 京都ファイアーバーズが市内で初の交流試合 

　
恒
例
と
な
っ
た
「
プ
ロ
野
球
ウ

エ
ス
タ
ン
リ
ー
グ
公
式
戦
」（
ウ
エ

ス
タ
ン
リ
ー
グ
開
催
実
行
委
員
会

主
催
）
が
、
四
月
二
十
二
日
・
二

十
三
日
の
二
日
間
、
峰
山
球
場
（
峰

山
町
荒
山
）
で
開
か
れ
、
約
三
千

四
百
人
の
観
衆
が
間
近
に
見
る
プ

ロ
の
パ
ワ
ー
と
ス
ピ
ー
ド
に
魅
了

さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
公
式
戦
は
、
平
成
八
年
に
峰

山
球
場
が
完
成
し
た
こ
と
を
契
機

に
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
ろ
う
と
毎

年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年

で
十
一
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
　

　
今
年
の
対
戦
カ
ー
ド
は
「
サ
ー

パ
ス
」
対
「
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
」

の
二
連
戦
。
心
配
し
て
い
た
天
候

も
開
催
を
待
ち
望
む
フ
ァ
ン
の
熱

い
思
い
で
吹
き
飛
ば
し
絶
好
の
観

戦
日
和
と
な
っ
た
初
日
、
開
会
セ

レ
モ
ニ
ー
で
は
、
中
山
市
長
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
両
チ
ー
ム
の
監

督
に
花
束
が
贈
ら
れ
た
後
、
濱
田

寿
来
く
ん
（
宇
川
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
）、

奥
田
開
仁
く
ん
（
大
宮
南
ウ
イ
ン

ズ
）、
坂
根
雄
太
く
ん
（
島
津
ビ
ク

ト
リ
ー
ズ
）
の
始
球
式
で
プ
レ
イ

ボ
ー
ル
。 

　
ス
タ
ン
ド
を
埋
め
尽
く
し
た
観

衆
は
、
目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ

る
迫
力
あ
る
ゲ
ー
ム
に
釘
付
け
に

な
り
な
が
ら
、
大
き
な
声
援
を
贈

り
ま
し
た
。 

ウエスタンリーグ公式戦 

　　サーパスＶＳ阪神タイガース 

ウエスタンリーグ公式戦 

　　サーパスＶＳ阪神タイガース 木
成
　
雄
三
さ
ん 

吉
岡
　
慎
吾
さ
ん 

藤
原
　
将
広
さ
ん 

選
手
の
サ
イ
ン
を
も
ら
お
う
と

ス
タ
ン
ド
の
外
に
も
多
く
の
フ

ァ
ン
が
詰
め
か
け
ま
し
た 
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　交流試合の前日（４月23日）には、「激励

会」（京都ファイアーバーズ支援・連携たん

ご応援団実行委員会準備会主催）が丹後あ

じわいの郷（弥栄町鳥取）で開かれ、選手

の応援に駆けつけた約150人の市民のみな

さんから期待と激励の言葉が贈られました。 

　
「
京
都
フ
ァ
イ
ア
ー
バ
ー
ズ
」
は
、
昨

年
秋
、
江
本
孟
紀
さ
ん
な
ど
が
京
都
府
内

で
設
立
さ
れ
た
社
会
人
の
野
球
ク
ラ
ブ
で

す
。
ク
ラ
ブ
の
設
立
目
的
に
は
、
野
球
の

振
興
や
技
術
向
上
に
関
す
る
こ
と
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
と

い
う
分
野
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
市
と
ク
ラ
ブ
は
、
本
年
二
月
に
「
包
括

協
力
協
定
」
を
結
び
、
峰
山
球
場
を
準
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
球
場
と
し
て
、
練
習
や
試

合
な
ど
を
開
催
す
る
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
京
丹
後
市
で
は
、
教
育
、
福
祉
、
観

光
な
ど
の
事
業
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
活

性
化
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
監
督

の
江
本
さ
ん
に
は
、
二
月
の
「
講
演
会
」、

三
月
の
「
に
こ
に
こ
カ
ー
出
発
式
」
や
福

祉
施
設
へ
の
訪
問
活
動
に
も
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

　
日
本
で
は
、
プ
ロ
野
球
や
高
校
野
球
熱

が
非
常
に
高
い
も
の
の
、
社
会
人
の
野
球

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
必
ず
し
も
整
っ
て

い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
元
プ
ロ
野
球
選

手
を
中
心
に
、
選
手
の
育
成
や
野
球
の
普

及
を
め
ざ
し
て
、
全
国
各
地
で
こ
う
し
た

ク
ラ
ブ
を
設
立
す
る
動
き
が
近
年
盛
ん
に

な
り
、
「
京
都
フ
ァ
イ
ア
ー
バ
ー
ズ
」
の

結
成
も
そ
の
一
つ
で
す
。
チ
ー
ム
に
は
、

京
丹
後
市
の
選
手
を
は
じ
め
、
宮
津
市
の

選
手
も
在
籍
す
る
な
ど
、
三
十
八
人
の
若

者
が
野
球
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
う

し
た
若
い
選
手
の
み
な
さ
ん
が
京
丹
後
市

に
足
を
運
ん
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
の

交
流
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
で
、
市
の
活

力
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
今
後
に
お
い

て
も
市
内
で
の
試
合
の
開
催
、
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
で
の
協
力
も
お
願
い
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

選手を激励 選手を激励 選手を激励 

（左から） 

江本孟紀さん 

中山市長 

今西仁市体育協会長 

島野育夫阪神二軍監督 

大
応
援
を
背
に
、
若
さ
あ
ふ
れ

る
プ
レ
ー
を
み
せ
て
く
れ
た 

 

「
京
都
フ
ァ
イ
ア
ー
バ
ー
ズ
」 



元
小
・
中
学
校
長

元
小
・
中
学
校
長

　
故
川
戸
善
資
さ
ん

　
故
川
戸
善
資
さ
ん

　
　
正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

　
　
正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

元
小
・
中
学
校
長

元
小
・
中
学
校
長

　
故
川
戸
善
資
さ
ん

　
故
川
戸
善
資
さ
ん

　
　
正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

　
　
正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

元
小
・
中
学
校
長

　
故
川
戸
善
資
さ
ん

　
　
正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

　
元
小
・
中
学
校
長
の
故
川
戸
善
資
さ
ん
（
弥
栄
町
和

田
野
）
が
「
正
六
位
瑞
宝
双
光
章
」
を
受
章
さ
れ
、
こ

の
た
び
吉
岡
京
都
府
丹
後
教
育
局
長
か
ら
遺
族
の
か

た
に
勲
記
と
勲
章
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。 

　
川
戸
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
年
九
月
の
網
野
国
民
学

校
訓
導
を
は
じ
め
と
し
て
、
四
十
年
余
り
の
永
き
に

わ
た
っ
て
教
育
現
場
に
お
い
て
優
れ
た
教
育
実
践
を

積
み
、
大
き
な
実
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。 

　
特
に
、
野
間
小
学
校
長
・
黒
部
小
学
校
長
・
弥
栄

中
学
校
長
と
し
て
の
九
年
間
は
、
温
和
で
懐
の
広
い

人
柄
か
ら
く
る
人
望
と
持
ち
前
の
豊
か
な
発
想
に
よ

り
、
教
育
に
対
す
る
強
い
情
熱
と
豊
か
な
識
見
を
発

揮
さ
れ
る
と
と
も
に
、
卓
越
し
た
指
導
力
に
よ
り
学

校
教
育
の
進
展
に
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
退
職
後
、
平
成
三
年
四
月
か
ら
平
成
七
年

四
月
ま
で
の
一
期
四
年
間
は
弥
栄
町
議
会
議
員
を
、

平
成
五
年
四
月
か
ら
平
成
九
年
三
月
ま
で
の
四
年
間

は
弥
栄
町
体
育
協
会
長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
弥
栄

地
域
の
自
治
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
も
多
大
な
ご
尽
力

を
い
た
だ
き
、
そ
の
功
績
を
讃
え
受
章
と
な
り
ま
し

た
。 

故川戸善資さん 

網
野
南
小
学
校
・
網
野
町
郷
土
文
化
保
存
会 

元気な生長を願いていねいに作業を行いました 

浦島太郎伝説ゆかりの名木 「しわ榎（えのき）」の２世を育成浦島太郎伝説ゆかりの名木 「しわ榎（えのき）」の２世を育成
　
平
成
十
六
年
十
月
の
台

風
二
十
三
号
に
よ
り
致
命

的
な
被
害
を
被
っ
た
、
浦

島
太
郎
伝
説
ゆ
か
り
の
名

木
「
し
わ
榎
（
え
の
き
）」

の
後
継
樹
を
育
て
よ
う
と
、

網
野
南
小
学
校
（
田
中
敏

彦
校
長
・
二
百
五
十
七
人
）

の
子
ど
も
た
ち
が
二
代
目

と
な
る
苗
木
づ
く
り
の
取

り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。 

　
「
し
わ
榎
」
は
、
網
野

町
に
伝
わ
る
「
浦
島
太
郎

伝
説
」
の
中
で
、
浦
嶋
児

（
う
ら
し
ま
こ
）
が
、
玉

手
箱
を
開
け
、
顔
中
が
し

わ
だ
ら
け
に
な
っ
て
し
ま

い
悲
し
み
の
あ
ま
り
、「
し

わ
」
を
ち
ぎ
っ
て
投
げ
つ

け
た
た
め
、
樹
皮
が
「
し

わ
」
で
で
こ

ぼ
こ
に
な
っ

た
と
伝
え
ら

れ
、
合
併
前

の
網
野
町
で

は
「
網
野
町

ふ
る
さ
と
自

慢
百
選
」
に

も
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
一
昨
年
の
台

風
二
十
三
号
に
よ
り
、
主

枝
が
折
れ
、
枯
死
の
危
険

が
あ
り
、
残
っ
た
枝
も
放

置
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
樹
木
医
の

指
導
の
も
と
網
野
町
郷
土

文
化
保
存
会
（
森
四
郎
会

長
）
の
み
な
さ
ん
が
保
全

事
業
を
進
め
て
こ
ら
れ
、

今
回
、
そ
の
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
網
野
南

小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
と
と
も
に
「
二
世
」

の
育
成
を
始
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。 

　
四
月
二
十
六
日
に
は
、

樹
木
医
の
松
元
廣
美

さ
ん
、
伊
藤
武
さ
ん
、

宮
田
和
男
さ
ん
の
協

力
を
得
て
、
網
野
町

郷
土
文
化
保
存
会
の

メ
ン
バ
ー
と
五
年
生
（
三

十
六
人
）
が
同
校
の
校
舎

脇
花
壇
へ
種
植
え
を
実
施
。 

　
児
童
た
ち
は
、
樹
木
医

の
み
な
さ
ん
に
指
導
を
受

け
な
が
ら
「
ま
き
床（
と
こ
）」

（
約
一
メ
ー

ト
ル

×
約
三
メ
ー

ト
ル

）
づ
く

り
を
は
じ
め
、
昨
年
の
秋

に
「
し
わ
榎
」
か
ら
採
取

し
た
直
径
約
三
㍉
の
種
（
約

七
百
二
十
粒
）
の
植
え
つ
け
、

覆
土
、
わ
ら
覆
い
な
ど
を
、

約
一
時
間
か
け
て
て
い
ね

い
に
行
い
ま
し
た
。 

　
児
童
た
ち
は
「
初
め
て

の
こ
と
ば
か
り
で
楽
し
か

っ
た
」
、
「
元
気
に
育
っ
て

ほ
し
い
」
と
「
二
世
」
の

生
長
を
楽
し
み
に
し
、
来

年
春
ご
ろ
の
苗
木
の
移
植

を
め
ざ
し
、
約
一
年
を
か

け
て
大
切
に
育
て
て
い
く

こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
の
台
風
二
十
三
号
に
よ
り 

　
　
致
命
的
な
被
害
を
被
っ
た
「
し
わ
榎
」 

健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ

あなたの健康 

　　応援します 荒田歯科医院勤務 

京丹後市健康と福祉のまちづくり審議会 

　　　　　　健康づくり推進部会　副会長 

荒田歯科医院　荒田　ケイ　歯科医 
〜
「
む
し
歯
予
防
デ
ー
」

〜
「
む
し
歯
予
防
デ
ー
」 

　
　
　
　
　
　
に
寄
せ
て
〜

　
　
　
　
　
　
に
寄
せ
て
〜 

〜
「
む
し
歯
予
防
デ
ー
」 

　
　
　
　
　
　
に
寄
せ
て
〜 

非喫煙者と比較した喫煙者のがんによる 

死亡の危険性（男性） 

   

　
お
子
さ
ん
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
の
は
、

家
族
の
最
大
の
願
い
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
「
子
育
て
ほ
ど
楽
し
く
て
、
う
れ
し
い
も

の
は
な
い
と
同
時
に
、
子
育
て
ほ
ど
難
し
く
、

た
い
へ
ん
な
も
の
は
な
い
」、「
子
育
て
と
い

う
分
野
に
、
共
通
の
正
解
は
存
在
し
な
い
」

と
、
つ
く
づ
く
感
じ
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

そ
の
よ
う
な
、
楽
し
く
て
も
た
い
へ
ん
な
子

育
て
に
、
歯
科
医
師
の
立
場
か
ら
、
日
ご
ろ

受
け
る
質
問
に
、
紙
面
の
許
す
範
囲
で
答
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

む
し
歯
に
と
て
も

な
り
や
す
い
の
で

す
が
、
歯
を
み
が
く
以

外
に
予
防
は
な
い
の
で

す
か
？ 歯

み
が
き
と
む
し

歯
は
関
係
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
歯
み

が
き
以
外
の
カ
リ
エ
ス

リ
ス
ク
（
む
し
歯
に
な
る
危
険
度
）
を
左
右

す
る
因
子
も
影
響
を
受
け
る
の
で
、
歯
み
が

き
を
し
て
も
む
し
歯
に
な
る
か
た
、
歯
み
が

き
し
な
く
て
も
む
し
歯
に
な
ら
な
い
か
た
が

い
ま
す
。
む
し
歯
に
よ
く
な
る
と
い
う
か
た

は
、
次
の
こ
と
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。 

①
正
し
く
み
が
け
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？ 

②
フ
ロ
ス
（
糸
よ
う
じ
）
を
使
っ
て
い
ま
す

か
？ 

③
フ
ッ
素
を
利
用
し
て
い
ま
す
か
？ 

④
甘
い
物
を
多
く
食
べ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

⑤
だ
ら
だ
ら
食
べ
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？  

 

歯
が
生
え
始
め
た
と
き
に
ま
ず
、
ど
ん

な
ケ
ア
か
ら
始
め
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
？

一
本
で
も
生
え
て
き
た
ら
歯
み
が
き
を

始
め
ま
し
ょ
う
。
い
や
が
ら
な
い
程
度

に
、
一
歳
六
か
月
ぐ
ら
い
ま
で
に
慣
ら
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
ガ
ー
ゼ
で
拭
く
と
い
う
こ

と
も
聞
き
ま
す
が
、
ガ
ー
ゼ
で
は
肝
心
な
部

分
の
プ
ラ
ー
ク
（
歯
こ
う
）
が
取
れ
ま
せ
ん
。

歯
ブ
ラ
シ
で
み
が
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
隣

の
歯
が
接
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
フ
ロ
ス
を
使

い
ま
し
ょ
う
。 

フ
ッ
素
は
歯
に
よ
い
の
？ 

も
ち
ろ
ん
で
す
。
む
し
歯
予
防
に
と
て

も
貢
献
し
て
く
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
フ

ッ
素
を
塗
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
む
し
歯
に
な

ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
正
し
い
歯
み

が
き
が
大
切
で
す
。 

 

仕
上
げ
み
が
き
は
何
歳
ま
で
す
る
の
で

し
ょ
う
か
？ 

六
歳
臼
歯
（
き
ゅ
う
し
）
の
萌
出
（
ほ

う
し
ゅ
つ
・
歯
が
生
え
る
こ
と
）
が
完

了
す
る
、
お
よ
そ
小
学
生
一
、
二
年
生
ま
で

必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
六
歳
臼
歯
の
咬
合
（
こ

う
ご
う
）
面
（
か
み
あ
う
面
）
を
し
っ
か
り

み
が
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
自
分
で
み
が

け
る
技
術
を
身
に
つ
け
、
定
期
的
に
歯
科
医

院
で
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
ま

し
ょ
う
。 

 

キ
シ
リ
ト
ー
ル
ガ
ム
を
与
え
た
ほ
う
が

い
い
で
す
か
？ 

い
い
で
す
。
む
し
歯
予
防
の
補
助
と
し

て
使
い
ま
し
ょ
う
。
唾
液
の
分
泌
を
促

進
す
る
働
き
も
あ
る
の
で
、
そ
の
意
味
で
も

よ
い
と
い
え
ま
す
。 

 

指
し
ゃ
ぶ
り
を
や
め
さ
せ
る
方
法
は
？

無
理
に
や
め
さ
せ
る
と
悪
影
響
が
出
ま

せ
ん
か
？ 

三
歳
を
過
ぎ
て
も
や
め
な
い
場
合
は
、

そ
ろ
そ
ろ
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。
市
販
さ
れ
て
い
る
指
し
ゃ
ぶ
り
を

や
め
る
絵
本
を
利
用
し
た
り
、
精
神
的
不
安

を
解
消
す
る
た
め
に
吸
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

る
の
で
寝
る
と
き
に
は
、
手
を
つ
な
い
だ
り

し
て
あ
げ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ア
メ
リ
カ
で

は
、
就
寝
時
の
オ
シ
ャ
ブ
リ
使
用
で
乳
幼
児

の
突
然
死
が
予
防
で
き
る
と
い
う
調
査
結
果

が
発
表
さ
れ
、
話
題
を
よ
ん
で
い
る
と
か
。 

 

し
っ
か
り
よ
く
か
む
と
頭
が
よ
く
な
る

と
聞
き
ま
し
た
が
本
当
で
す
か
？ 

か
む
と
脳
内
活
動
が
高
ま
る
と
い
う
研

究
報
告
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
の
か
た

の
認
知
症
と
、
か
む
機
能
の
関
係
に
つ
い
て

も
、
調
査
が
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
か
む

こ
と
だ
け
で
頭
が
よ
く
な
る
か
ど
う
か
は
？
？

で
す
が
、
少
な
く
と
も
、
よ
く
か
む
こ
と
は

脳
の
発
達
に
プ
ラ
ス
に
作
用
す
る
こ
と
は
確

か
な
よ
う
で
す
。 

　
「
青
色
（
し
ょ
う
し
き
） 

　
　
　
　
　
　
青
光
（
し
ょ
う
こ
う
）」 

　
「
黄
色
（
お
う
し
き
） 

　
　
　
　
　
　
黄
光
（
お
う
こ
う
）」 

　
「
赤
色
（
し
ゃ
く
し
き) 

　
　
　
　
　
　
赤
光
（
し
ゃ
っ
こ
う
）」 

　
「
白
色
（
は
く
し
き
） 

　
　
　
　
　
　
白
光
（
び
ゃ
っ
こ
う
）」 

　
と
い
う
ご
と
く
、
青
い
子
は
青
く
、
黄
色

の
子
は
黄
色
に
、
赤
い
子
は
赤
く
、
白
い
子

は
白
く
光
ら
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
子

育
て
も
そ
の
子
に
寄
り
添
っ
て
…
。 

　
今
回
の
お
答
え
が
、
楽
し
い
子
育
て
の
お

手
伝
い
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
筆
を
置
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
少
し
が
ん
ば
れ
ば
達
成
で

き
る
目
標
を
定
め
て
、
無
理
な
く
で
き
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

Ｑ Ａ 

Ｑ Ａ 

 Ｑ 

 Ｑ 

Ｑ Ｑ 

Ａ 

Ａ Ａ Ａ Ｑ Ａ 
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荻
野
　
秀
忠
さ
ん 

　公平委員会委員としてお世話になっています、荻野秀忠さん（峰山町堺）の任期

（平成18年６月３日）が満了することに伴い、３月議会において再任することが

同意されました。（任期平成18年６月４日～平成22年６月３日） 

公平委員会委員に　荻野秀忠さん（峰山町堺）を再任

み
が
い
て
る
！ 

 

み
が
け
て
る
？ 



　「障害福祉計画」は、「障害福祉サービス」（介護給付、訓練等給付）や、京丹後市と京都府が独自に実施する

「地域生活支援事業」（相談支援事業、コミュニケーション支援、日常生活用具の給付など）の必要量と見込み

量の３年間の推計と、必要量の確保に関する方策を示す計画です。また、「障害者計画」は、障害者のかたのた

めの広範囲の施策（教育、保健、医療など福祉以外の分野も含みます）に関する中期・長期の計画です。 

　両計画とも実効性の高いものにするため、障害者のかたや障害福祉サービス事業者のみなさんのご意見をは

じめ、昨年７月に実施しました「障害者ニーズ調査」の結果などを反映し、本年度中に策定することとしてい

ます。 

　障害者のかたが、自立した日常生活・社会生活を営むために必要な支援を行う「障害者自立支援法」が、

４月１日にスタートしました。 

　「障害者自立支援法」は、障害の種類（身体・知的・精神）にかかわらず、共通の制度において福祉サ

ービスや公費負担医療を提供するという内容で、住民のみなさんに身近な市町村が中心となって、総合的・

計画的にサービスを提供する体制を整備することになっています。また、制度の安定的な運用をめざし、

サービス利用者のみなさんを含め全体で支えあう内容になっていることが特徴です。 

　利用者負担の変更および自立支援医療は、すでに４月から始まり、新しいサービス体系への移行（図１）

は、10月１日から始まります。 

■10月以降に実施する「障害福祉サービス」のうち「介護給付」（図１参照）を利用されるかたの手続きの
流れは、次のとおりです。 

障害者福祉課または市民局市民福祉課が窓口となります。 

申請用紙に必要事項をご記入いただきます。申請には医師の意見書が必要になります。 

現在の生活や障害の状況について、106項目の調査（アセスメント）を行います。 

調査の結果や医師意見書をもとに、市の審査会で審査・判定を行い、どれほどのサービス

が必要な状態（障害程度区分）であるかを決定します。 

障害程度区分や介護するかたの状況、申請者の希望などをもとに、サービスの支給量など

を決め、決定内容を通知し、受給者証を交付します。 

サービスを利用する事業者を選び、利用するための契約を行います。 

 

サービスの利用を開始します。（10月１日） 

※この手続きの対象者は、18歳以上のかたです。 

　９月末日までの間「障害福祉サービス」の支給決定を受けているかた

で、引き続いて10月１日以降も「障害福祉サービス」をご利用されるか

たは、９月末日までにサービスの種類や支給量などについて決定します。 

　本年10月１日から「障害者自立支援法」の施行に伴う本格的な「障害福祉サービス」を開始するにあたり、

現在、「障害福祉サービス」を受けておられるかたには、改めて利用申請の手続きをお願いすることになります。 

　６月中旬に手続きに必要な申請書などを送付しますので、期日までに障害者福祉課または市民局市民福祉課へ

ご提出ください。 

　９月末日までは、従来の支援費と同様の方法により「障害福祉サービ

ス」の支給量を決定します。10月１日以降の「障害福祉サービス」の種

類や支給量などについては、改めて９月末日までに決定します。 

　なお、「障害福祉サービス」のうち、10月以降「地域生活支

援事業」（図１参照）へ移行する「移動介護」、「障害デイサービ

ス」の一部を利用されているかたへのご案内は、後日行います。 

〈図１〉　自立支援法施行に伴う10月１日からの「障害福祉サービス」 

介護給付 

　障害程度が一定以上のかたに、生活または療養上の必

要な介護を行います。 

　○居宅介護（ホームヘルプ）　　○重度訪問介護 

　○行動援護　　○療養介護　　○生活介護 

　○児童デイサービス　　○短期入所（ショートステイ） 

　○重度障害者等包括支援　　○施設入所支援 

　○共同生活介護（ケアホーム） 

訓練等給付 

　身体的または社会的なリハビリテーションや就

労につながる支援を行います。  

　○自立訓練　　○就労移行支援  

　○就労継続支援  

　○共同生活援助（グループホーム）　 

自立支援医療 

　障害の種類や年齢によ

り決められていた医療の

仕組みが一本化されます。 

　○更生医療 

　○精神通院医療 

　○育成医療 

補装具費の支給 

　これまでの現物支給か

ら、補装具の購入や修理

にかかる費用の支給へと

変わります。 

地域生活支援事業 

介護給付 訓練等給付 

自立支援医療 補装具費の支給 地域生活支援事業 

　市が、障害のあるかたを総合的に支援す

る体制をつくり、さまざまな事業を行います。 

　○相談支援事業  

　○コミュニケーション支援（手話通訳など） 

　○日常生活用具の給付  

　○移動支援事業 

　○地域活動支援センター　　など 

「障害福祉サービス」の利用者負担を軽減 

　「障害者自立支援法」では、福祉サービスを利用するごとに、原則１割の利用料が必要になっています。 

　市では、急激に自己負担額が増加しないように京都府と協調して、在宅で生活している重度の障害のあるか

たや収入の低いかたを対象に、国の基準よりも低い上限月額を設定し、利用者のみなさんの負担の軽減を図っ

ています。 

「障害福祉計画」と「障害者計画」を策定 

現在 

「障害福祉サービス」を 

利用しているかた 

新たに 

「障害福祉サービス」を 

申請されるかた 

➡
➡

➡

➡

➡

➡➡

お問い合わせ先：障害者福祉課（☎69-0320） 

障害のあるかた 

障害者自立支援法 
新しいサービス体系への移行は10月から 

４月から
開始 

10月以降に「障害福祉サービス」を利用される場合は 
手続きが必要です 

障害者自立支援法 

⇩

⇩

⇩

⇩

⇩

⇩

相談・申し込み 

利用申請 

調　　査 

審査・判定 

認定・通知 

事業者と契約 

サービス利用 

平成18年６月 平成18年６月 広報きょうたんご広報きょうたんご
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あ
な
た
の
声
を
市
政
に

ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な

ど
を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

弥
栄
病
院
で
の
院
外
処
方
導
入
の 

検
討
に
つ
い
て 

　
弥
栄
病
院
で
は
院
内
で
薬
が
い
た
だ
け
て
、

と
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。 

　
腰
が
ま
が
り
、
病
人
に
と
り
ま
し
て
は
、

病
院
外
で
い
た
だ
く
の
は
、
雨
天
、
雪
降
り

の
日
に
困
り
ま
す
か
ら
。 

【
市
内
・
女
性
】 

久
美
浜
病
院
と
同
様
の
院
外
処
方

の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す 

　

薬
の
院
外
処
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
患
者

さ
ん
に
と
っ
て
、
か
か
り
つ
け
薬
局
を
持
つ

こ
と
に
よ
り
、
薬
歴
管
理
が
可
能
と
な
り
薬

の
重
複
や
相
互
作
用
に
よ
る
副
作
用
の
防
止

な
ど
、
薬
の
適
切
な
服
用
と
管
理
が
可
能
と

な
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
全
国
ど
こ
で
も
処
方
せ
ん
の
有
効

期
間
中
（
発
行
日
を
含
め
四
日
間
）
に
お
薬

を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
待
ち
時
間

の
短
縮
に
つ
な
が
る
と
同
時
に
、
処
方
さ
れ

て
い
ま
す
薬
の
情
報
を
今
ま
で
以
上
に
十
分

聞
い
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。 

　

な
お
、
本
人
で
な
く
て
も
処
方
せ
ん
を
持

っ
て
い
け
ば
調
剤
し
て
も
ら
え
る
こ
と
も
患

者
さ
ん
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
部
分
と

考
え
て
い
ま
す
。 

　

以
上
の
理
由
な
ど
か
ら
、
市
立
病
院
と
し

ま
し
て
は
、
院
外
処
方
を
昨
年
十
一
月
か
ら

導
入
し
て
い
ま
す
久
美
浜
病
院
と
同
様
、
弥

栄
病
院
も
院
外
処
方
を
導
入
す
る
べ
く
検
討

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　

し
か
し
な
が
ら
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
雨

天
、
雪
降
り
な
ど
の
理
由
で
患
者
さ
ん
が
直

に
薬
を
も
ら
う
こ
と
が
困
難
な
場
合
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。
病
院
と
し
ま
し
て
も
、
何

か
少
し
で
も
ご
不
便
を
少
な
く
す
る
よ
う
な

工
夫
を
検
討
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

大
き
な
方
針
に
つ
い
て
は
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
ま
す
。 

【
弥
栄
病
院
】 

国
道
（
網
野
町
引
原
ト
ン
ネ
ル
〜

新
庄
地
区
間
）
に
自
転
車
道
を 

　
引
原
ト
ン
ネ
ル
か
ら
新
庄
地
区
ま
で
の
国

道
１
７
８
号
に
自
転
車
道
の
新
設
を
お
願
い

し
ま
す
。
朝
は
、
通
学
自
転
車
と
大
型
バ
ス

が
す
れ
ち
が
う
時
に
は
特
に
危
険
で
す
。
交

通
量
も
多
い
時
間
帯
で
す
の
で
自
転
車
（
道
）

は
必
要
で
す
。 

【
無
記
名
】 

歩
道
を
含
め
た
整
備
を
引
き
続
き

京
都
府
へ
要
望
し
て
い
き
ま
す 

　

ご
意
見
の
あ
り
ま
し
た
国
道
１
７
８
号
は
、

網
野
か
ら
木
津
・
浜
詰
方
面
を
経
て
久
美
浜

に
通
じ
る
幹
線
道
路
で
大
型
車
両
の
通
行
も

多
く
、
か
つ
緊
急
輸
送
路
と
し
て
重
要
交
通

路
と
位
置
付
け
て
い
る
も
の
で
す
が
、
ご
指

摘
の
よ
う
に
車
道
は
二
車
線
の
整
備
が
で
き

て
い
る
も
の
の
路
肩
も
狭
く
、
歩
道
お
よ
び

自
転
車
道
は
未
整
備
の
状
態
で
あ
り
ま
す
。 

　

国
道
の
道
路
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道

路
管
理
者
で
あ
る
京
都
府
に
お
願
い
し
て
計

画
的
に
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
国
・
府

道
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
旧
町
時
代
か
ら
継

続
要
望
し
て
い
る
個
所
を
含
め
る
と
相
当
な

数
に
上
り
ま
す
。 

　

京
都
府
も
極
め
て
財
政
が
厳
し
い
状
況
で

あ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
す
べ

て
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
の

よ
う
で
す
が
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
市
か

ら
の
要
望
に
数
多
く
対
応
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
連
携
を
深
め
て

整
備
が
促
進
さ
れ
ま
す
よ
う
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。
市
と
し
ま
し
て
は
、
道
路
の

改
良
や
維
持
修
繕
に
つ
い
て
は
、
地
域
と
し

て
意
見
集
約
を
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
市
に

対
し
て
地
元
の
区
か
ら
要
望
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
ご

意
見
は
、
安
全
に
関
わ
る
重
要
な
こ
と
が
ら

で
あ
り
、
自
転
車
道
も
含
め
何
ら
か
の
対
応

策
を
京
都
府
へ
強
く
要
望
す
る
こ
と
と
併
せ
、

と
も
に
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　

な
お
、
道
路
通
行
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

交
通
事
故
な
ど
の
発
生
を
避
け
る
た
め
、
道

路
や
交
通
の
状
況
に
あ
わ
せ
て
関
係
法
の
遵

守
の
う
え
安
全
運
転
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
改
め
て
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

【
管
理
課
】 

ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮
の
電
話
番

号
に
つ
い
て 

　
昨
年
十
二
月
、
会
場
の
こ
と
に
つ
い
て
連

絡
の
た
め
、
「
京
丹
後
市
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
七
四
ペ
ー
ジ
の
総
合
営
農
指
導
拠

点
施
設
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮
の
電
話
番
号

六
四
ー
五
六
三
〇
を
呼
び
出
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
長
い
コ
ー
ル
の
後
、
「
た
だ
い
ま
、
留

守
に
し
て
い
ま
す
。
ピ
ー
と
な
り
ま
し
た
ら
、

お
名
前
と
、
ご
用
件
を
お
話
く
だ
さ
い
」
と

留
守
電
に
切
り
替
わ
り
ま
し
た
。
次
の
日
も

何
回
呼
び
出
し
て
も
同
じ
こ
と
で
し
た
。 

　
市
民
局
の
職
員
に
話
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

本
庁
に
電
話
の
確
認
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
「
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮
に

は
教
育
委
員
会
大
宮
教
育
分
室
が
あ
り
、
ア

グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮
の
施
設
の
管
理
は
同
分

室
が
兼
務
し
て
い
ま
す
。
電
話
番
号
は
六
九

ー
〇
六
六
二
で
す
」
と
の
こ
と
で
し
た
。 

　
そ
れ
な
の
に
現
在
も
電
話
六
四
ー
五
六
三

〇
は
「
た
だ
今
、
留
守
に
…
」
と
そ
の
ま
ま

放
置
さ
れ
解
約
処
置
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。 

　
「
京
丹
後
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の

ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
施
設
に
つ
い
て
電
話
番
号

が
六
四
ー
五
六
三
〇
で
あ
り
、
事
務
室
に
通

じ
な
い
電
話
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
の
広
報
な
ど
で
市
民
に
説
明
す
べ
き
で
は 

 
Ａ Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａな
い
で
し
ょ
う
か
。 

【
市
内
・
男
性
】 

ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮
の
正
し
い
番

号
は
六
九
ー
〇
六
六
二
で
し
た 

　

「
京
丹
後
市
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

作
成
時
の
電
話
番
号
の
確
認
も
れ
に
よ
り
、

同
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
現
在
ま
で
誤
っ
た
番
号

を
掲
載
し
て
い
ま
し
た
こ
と
を
、
深
く
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮
の
電
話
番
号
と
し

て
表
示
し
て
い
た
「
六
四
ー
五
六
三
〇
」
は
、

合
併
前
の
旧
大
宮
町
に
お
い
て
解
約
の
手
続

き
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
は
京
丹
後
市
の
名

義
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　

ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮
の
施
設
管
理
に
つ

き
ま
し
て
は
、
大
宮
市
民
局
地
域
事
業
課
が

担
当
し
て
い
ま
す
が
、
施
設
予
約
状
況
管
理
、

使
用
申
請
、
使
用
料
の
請
求
、
施
設
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
な
ど
の
施
設
使
用
に
か
か

る
実
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育
委
員
会
事

務
局
大
宮
教
育
分
室
が
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
の
広
報
紙
に

よ
り
、
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮
の
電
話
番
号

と
し
て
、
大
宮
教
育
分
室
の
電
話
番
号
（
六

九
ー
〇
六
六
二
）
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
と

し
ま
す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
協
議
を
行
い
、

平
成
十
八
年
六
月
に
発
行
さ
れ
る
タ
ウ
ン
ペ

ー
ジ
に
、
大
宮
教
育
分
室
の
電
話
番
号
を
ア

グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮
の
電
話
番
号
と
し
て
掲

載
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

【
総
務
課
】 

 

不
燃
ご
み
の
コ
ン
テ
ナ
収
集
へ
の

移
行
に
つ
い
て 

　
旧
網
野
町
で
は
不
燃
ご
み
を
ビ
ニ
ー
ル
袋

で
持
ち
込
み
し
て
い
ま
し
た
が
、
な
ぜ
コ
ン

テ
ナ
に
か
わ
る
の
か
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
コ
ン
テ
ナ
だ
と
、
家
か
ら
持
ち
出
し
た
も

の
を
持
ち
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
高
齢
者

に
と
っ
て
は
、
二
度
の
集
配
所
ま
で
の
往
復

と
な
り
た
い
へ
ん
な
負
担
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
勤
め
人
に
と
っ
て
は
朝
八
時
ま
で
に
持

ち
込
ん
だ
コ
ン
テ
ナ
を
帰
宅
後
に
持
ち
帰
る

こ
と
と
な
り
、
そ
の
間
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は

コ
ン
テ
ナ
が
散
乱
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
住
民
の
視
点
に
立
っ
た
収
集
を
考
え
て
く

だ
さ
い
。
も
っ
と
別
の
方
法
が
あ
る
な
ら
ば

そ
れ
も
考
え
つ
つ
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
無
記
名
】 

収
集
方
法
に
つ
い
て
地
域
の
事
情

も
含
め
検
討
し
て
い
き
ま
す 

　

ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
時
点
で
は
、
廃
棄

物
減
量
等
推
進
審
議
会
へ
諮
問
中
で
あ
り
ま

し
た
が
、
四
月
二
十
四
日
に
同
審
議
会
か
ら

答
申
を
受
け
、
そ
の
内
容
に
沿
っ
た
形
で
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
審
議
会
答

申
の
内
容
に
つ
い
て
は
本
紙
二
頁
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

【
環
境
推
進
課
】 

市
内
小
学
校
の
行
事
日
程
の
統
一

に
つ
い
て 

　
市
内
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
や
運
動
会
な

ど
の
大
き
な
行
事
の
日
程
を
統
一
し
て
も
ら

い
た
い
。 

　
各
小
学
校
の
日
程
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参
加
が
で
き
な

く
な
る
。
町
ご
と
に
統
一
さ
れ
て
い
れ
ば
大

会
事
務
局
に
日
程
の
調
整
を
要
望
す
る
こ
と

が
で
き
る
。 

　
学
校
以
外
で
も
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
重
視
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 【

無
記
名
】 

各
団
体
の
行
事
に
も
で
き
る
だ
け

配
慮
し
て
い
き
ま
す 

　

各
団
体
の
教
室
が
各
町
で
開
設
さ
れ
、
多

く
の
児
童
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
団
体
生
活
を

経
験
し
、
社
会
性
や
協
調
性
を
涵
養
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

　

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
件
は
、
年
度

初
め
の
校
長
会
で
依
頼
し
、
で
き
る
限
り
意

向
に
沿
う
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。 

　

ま
た
、
各
団
体
か
ら
も
大
会
日
程
な
ど
を

早
め
に
学
校
へ
知
ら
せ
て
い
た
だ
く
と
、
学

校
行
事
の
計
画
時
に
参
考
に
な
る
と
思
い
ま

す
。 

【
学
校
教
育
課
】  

Ｑ

 

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

　ご意見箱へのご意見には、お名前や連絡先をご記入い

ただいているかたにつきましては、直接お答えもさせて

いただいています。一方、お名前や住所などの連絡先の

記入のないものにつきましては、市のホームページおよ

び広報紙でお答えしています。ホームページには随時掲

載していますが、広報紙は月に１回の発行であり、どう

してもお答えを掲載するのに時間がかかってしまいます。

また、広報紙では紙面が限られているためご意見やお答

えを一部割愛して掲載することとなります。 

　これまで、お名前や連絡先などが記されていたご意見

では、ご意見の内容を確認させていただき、できる限り

正確でていねいな回答をお返しするように努めています。

お名前や連絡先などが記されていないご意見につきまし

ては、再質問的に何度もいただいているご意見もあります。

正確な回答をできるだけ速やかにお返しするために、住

所をはじめ、お名前・連絡先などをぜひご記入ください。 

★★投稿に際してのおねがい★★★★投稿に際してのおねがい★★ ★★投稿に際してのおねがい★★ 
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市立図書館　ご案内市立図書館　ご案内

６月の休館日 
12日（月）・19日（月）・26日（月） 

７月の休館日 
３日（月）・４日（火）・10日（月） 

開 館 時 間：10：00～18：00 
峰山・あみの図書館は、水曜日のみ19：00まで 

 
※峰山・あみの図書館には、ブックポストがあります
ので、休館日の返却にご利用ください。 
※休館日は、本紙発行日の６月９日以降、次号発行日
の７月10日までを掲載しています。 

　気軽に読めて、最近の情報をキャッチできる雑誌。

雑誌は図書館の人気者です！ 

　峰山図書館では、4月から購入雑誌のタイトル数が

増えました。そこで最新号をゆっくり読んでいただけ

るように「雑誌コーナー」を広げました。 

　バックナンバーは、貸し出しできますので本と同じ

ようにご利用ください。 

☆新規購入雑誌 

　○住まい自分流　○日経Kidｓ＋　○non・no 

　○オレンジページ　○この本読んで　○歴史読本 

　子どもの豊かな心を育むとともに子どもが主体的に学び、考える力を身につ

けるためにも読書は大切です。子どもたちに「すてきな本との出会いを」との

願いを込め、図書館や学校、地域などでさまざまな取り組みが行われています。

あみの図書館 

峰山図書館 

　保育所入所までのお子さんを対象に「“えほんのへや”

よみきかせ」を毎週水曜日10：30～、丹後図書室で行

っています。 

　♪はじまるよったら　はじまるよ…♪ から ♪グッ

バーイ…♪まで、絵本あり、手遊びありの約20分間、

楽しいひとときを過ごしてみませんか。 

丹後図書室 

子どもたちに
　楽しい読書の
　　　　　時間を

子どもたちに
　楽しい読書の
　　　　　時間を

子ども読書の日記念おはなし会 子ども読書の日記念おはなし会 
雑誌コーナーが広がりました！

『チルドレン』　（講談社） 

伊坂　幸太郎　著 

　本書は５編の短編集ですが、著者が長編小説だと

書いているように、内容が関連していて、読んでい

くうちに少しずつ謎がとけていくおもしろさがあり

ます。　　　　 

　突然、銀行強盗の人質にされてしまう主人公たち。

人質たちは、犯人の指示により、目隠しの代わりに

アニメの面をつけられた…。「バンク」ほか４編。 

　仕掛けが絶妙であり、登場人物も個性的で魅力的

です。読み終わった後、心が温かくなり、爽快な気

持ちになる一冊です。第131回直木賞候補作 

　　本書を所蔵している館 

　　　　　峰山図書館・あみの図書館・丹後図書室 

おすすめの本おすすめの本

　「子ども読書の日」の取り組みとして、４月23日に

「ミニおはなし会＆おりがみ教室」を開催しました。 

　約120人の親子の参加があり、パネルシアター・大

型絵本の読み聞かせや手品などを見た後、親子で簡単

に折れて遊べるおりがみをして楽しい時間を過ごしま

した。 

　７月16日（日）には恒例の「夏のおはなし会」を開

催する予定で、「あ

みの読み聞かせボ

ランティアの会」

のみなさんと準備

を始めています。

　峰山ロータリークラブの主催（峰山図書館後援）に

より「生きがいと夢がもてる心づくり」の輪をひろげ

ようと「子ども読書の日」にちなみ４月30日、「子ど

も読書の日記念おはなし会」が峰山地域公民館で開か

れました。 

　約300人の参加者でいっぱいになった会場では、峰

山図書館読み聞かせボランティア「わ」のみなさんに

よるエプロンシアター「ももたろう」や、大型絵本「せ

んたくかあちゃん」の読み聞かせ、みかんの木文庫（福

知山）の人形劇「オオカミのごちそう」などが次々と

繰り広げられ、子どもた

ちは出演者の問いかけに

元気よく答え、会場が一

体となって生の舞台でお

話の世界を楽しみました。 

◆日　時　７月９日（日）　 

　　　　　開場13：00　開演14：00（終演予定16：00） 

◆場　所　京都府丹後文化会館（峰山町杉谷） 

◆入場料　（全席自由席／税込）※当日各500円増 

　　　　　一般3,500円、学生（高校生以下）2,000円 

　　　　　※未就学児のご入場はご遠慮ください。

　京丹後文化のまちづくり実行委員会では、丹後ゆかりの歌手による「オペラ

コンサート」を開催します。コンサートには、地元少年少女合唱団の子どもた

ちも出演する予定です。 

　チケットは、京都府丹後文化会館をはじめ各プレイガイドで発売中ですので、

ぜひお買い求めのうえご鑑賞ください。 

丹後ゆかりの歌手による 

　　「オペラコンサート」ご案内 

丹後ゆかりの歌手による 

　　「オペラコンサート」ご案内 

丹後ゆかりの歌手による 

　　「オペラコンサート」ご案内 
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ご
み
の
不
法
投
棄
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

き
て
い
る
中
、
五
月
十
一
日
、
網
野
町
の
商
店
街
一

帯
で
不
法
投
棄
抑
止
の
広
報
啓
発
を
目
的
と
し
た
「
京

丹
後
ク
リ
ー
ン
パ
レ
ー
ド
」
が
、
京
丹
後
警
察
署
の

主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
同
パ
レ
ー
ド
は
、
警
察
の
み
な
ら
ず
地
域
を
あ
げ

て
不
法
投
棄
の
抑
止
に
取
り
組
も
う
と
警
察
庁
の
定

め
る
環
境
犯
罪
取
締
強
化
期
間
中
に
お
け
る
新
た
な

試
み
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
警
察
、
行
政
の

ほ
か
地
元
住
民
の
み
な
さ
ん
な
ど
約
六
十
人
が
参
加
。

京
都
府
警
察
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
、
音
楽
隊
の
行
進
に

続
い
て
、「
不
法
投
棄
を
し
な
い
！
さ
せ
な
い
！
許
さ

な
い
！
」
と
書
か
れ
た
横
断
幕
や
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
、

網
野
交
番
を
出
発
。
網
野
庁
舎
ま
で
の
沿
道
を
行
進

し
、
広
報
用
う
ち
わ
や
チ
ラ
シ
、
ひ
ま
わ
り
の
種
を

配
布
し
な
が
ら
不
法
投
棄
を
厳
し
く
監
視
す
る
た
め

の
輪
を
広
げ
よ
う
と
市
民
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
パ
レ
ー
ド
に
先
立
ち
、
京
丹
後
警
察
署
の
島
本
秀

喬
署
長
は
「
不
法
投
棄
は
自
然
環
境
の
み
な
ら
ず
、

日
々
の
生
活
環
境
に
も
非
常
に
悪
い
影
響
を
与
え
る
。

住
民
、
行
政
、
警
察
み
ん
な
で
不
法
投
棄
を
許
さ
な

い
と
い
う
気
運
を
高
め
る
こ
と
が
大
事
。
子
ど
も
た

ち
に
美
し
い
京
丹
後
市
を
引
き
継
い
で
も
ら
わ
な
く

て
は
な
ら
な
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
　 

網野交番から網野庁舎までの沿道を

横断幕を掲げて行進 

不法投棄抑止をパレードで訴え 

美しい京丹後市を 
　子どもたちに引き継ごう！ 
美しい京丹後市を 
　子どもたちに引き継ごう！ 
美しい京丹後市を 
　子どもたちに引き継ごう！ 

ご活躍
おめでとうございます

（敬称略） 

祝・出場祝・出場

ご活躍
おめでとうございます
ご活躍
おめでとうございます

JOC2006全日本 

　　　　ジュニアレスリング選手権 

４月21日～23日・横浜文化体育館 

網野高等学校 

ジュニア（17歳～20歳） 

優勝　48㎏級女子　三村冬子（２年生） 

カデット（15歳～16歳） 

優勝　69㎏級　　　高谷惣亮（２年生） 

優勝　46㎏級女子　堀内　優（１年生） 

２位　50㎏級　　　大谷健輔（２年生） 

２位　46㎏級女子　明尾弥紀（１年生） 

ジュニア世界レスリング選手権大会 

８月27日～９月４日・グアテマラ共和国 

女子48㎏級　三村　冬子 

　　　　　　　（網野高等学校２年生） 

笹川良一杯 

　「第21回全国選抜ゲートボール大会」 

５月27日～28日・山口県立きららスポーツ交流公園 

京丹後大宮 

　井上　勝　岸本静男　小牧俊介 

　藤原　忍　山崎一朗 

◆出演者　 

　指　　揮：井村誠貴 

　メゾソプラノ：荒田祐子（関西歌劇団） 

　バリトン：黒田　博（二期会） 

　テノール：松本　晃（びわ湖ホール声楽アンサンブル） 

　合　　唱：びわ湖ホール声楽アンサンブル 

　管 弦 楽：京都フィルハーモニー室内合奏団 

◆お問い合わせ先　京都府丹後文化会館（☎62-5200） 



発行／京丹後市役所　　編集／秘書広報広聴課 

〒627-8567　京都府京丹後市峰山町杉谷889 

　　　   ☎0772‐69‐0110　FAX0772‐69‐0901 

ホームページ  http://www.city.kyotango.kyoto.jp 

E-mail  hishokoho@city.kyotango.kyoto.jp

人口・世帯数 

男　　　31,122人 

女　　　33,525人 

計　　　64,647人 

世帯数　22,039世帯 

　　（５月１日現在） 

か
ぶ
と
山 

　
　
公
園
ま
つ
り 

さわやかな五月晴れのもと　笑顔はじけるさわやかな五月晴れのもと　笑顔はじける
　五月晴れとなった５月３日、久美浜町のかぶと山公園で恒

例となった「かぶと山公園まつり」が開かれ、ゴールデンウ

ィーク中ということもあり市内外から多くの親子連れが詰め

かけにぎわいました。 

　同まつりは、風光明びな「かぶと山」を広くＰＲしようと、

久美浜一区、甲山、神崎地区のみなさんで構成する「かぶと

山園地管理組合」が中心となり、平成２年から毎年開催して

いるもので、今年で17回目。 

　雲一つない青空の下、地元のみなさんによる焼きそばや焼

き鳥などの露店が所狭しと並ぶ会場では、ニジマス釣りなど

の催しに子どもたちのはじける笑顔があふれていました。 

大きく育ってね！！大きく育ってね！！
　
ア
ユ
の
遡
上
で
知
ら
れ
る
丹
後
町
の

宇
川
で
五
月
九
日
、
上
宇
川
保
育
所
（
平

井
ゆ
り
所
長
・
二
十
三
人
）
の
子
ど
も

た
ち
二
十
二
人
と
上
宇
川
漁
業
協
同
組

合
（
倉
岡
澄
男
組
合
長
・
九
十
一
人
）

の
み
な
さ
ん
が
、
体
長
約
十
セ
ン

チ

の
稚
ア

ユ
二
百
㌔
グ
ラ
ム
（
三
万
五
千
〜
四
万

匹
）
を
宇
川
橋
の
上
流
六
か
所
で
放
流

し
ま
し
た
。 

　
小
さ
な
バ
ケ
ツ
に
わ
け
ら
れ
た
ア
ユ

の
稚
魚
を
手
渡
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
は

バ
ケ
ツ
か
ら
飛
び
跳
ね
る
元
気
な
稚
ア

ユ
に
お
お
は
し
ゃ
ぎ
。
放
流
後
は
元
気

に
川
を
泳
い
で
い
く
ア
ユ
に
「
早
く
大

き
く
な
っ
て
ね
」
と
声
を
掛
け
て
い
ま

し
た
。 

　
組
合
長
の
倉
岡
さ
ん
は
「
近
年
、
ア

ユ
の
生
息
で
き
る
淵
や
瀬
が
増
え
て
い

る
。
も
っ
と
多
く
の
ア
ユ
に
戻
っ
て
き

て
欲
し
い
」
と
の
こ
と
。
ア
ユ
釣
り
解

禁
は
六
月
二
十
五
日
で
す
。 

宇川・野間川で稚アユを放流 

「
早
く
大
き
く
な
っ
て
ね
」
と 

　
　
声
を
掛
け
な
が
ら
放
流
（
宇
川
） 

成
長
を
楽
し
み
に 

　
　
　
　
や
さ
し
く
放
流
（
野
間
川
） 

ニジマス釣りでは、釣り上げるたびに 

　　　　　　大きな歓声が上がりました 
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五
月
十
七
日
に
は
、
ア
ユ
の
好
漁
場

と
し
て
知
ら
れ
る
弥
栄
町
の
野
間
川
で
、

野
間
小
学
校
（
森
岡
克
生
校
長
・
十
六

人
）
の
児
童
十
六
人
と
野
間
漁
業
協
同

組
合
（
吉
岡
哲
男
組
合
長
・
百
人
）
の

み
な
さ
ん
が
、
体
長
約
十
セ
ン

チ

に
育
っ
た

稚
ア
ユ
二
百
㌔
グ
ラ
ム
（
約
二
万
匹
）

を
放
流
。 

　
放
流
は
、
毎
年
春
に
二
回
に
わ
け
て

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
組
合
長
の
吉
岡

さ
ん
は
「
一
昨
年
の
台
風
被
害
の
復
旧

も
ほ
ぼ
終
わ
り
、
川
が
ア
ユ
で
い
っ
ぱ

い
に
な
る
よ
う
、
何
か
所
に
も
わ
け
て

放
流
し
て
い
る
の
で
、
も
っ
と
多
く
の

か
た
に
釣
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
野
間
川
の
ア
ユ
釣
り
の
解
禁
は
、
七

月
二
日
。
当
日
は
、
野
中
区
の
主
催
に

よ
り
「
野
間
そ
ば
ま
つ
り
」
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。 


